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今

西

11原

吉
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じ
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竜
樹
の
弟
子
提
婆
の
著
作
に
現
わ
れ
た
サ
l
γ
キ
ヤ
思
想
を
以
下
に
検
討
し
た
い
。
提
婆
の
主
要
な
作
品
と
し
て
は
『
四
百
論
』
『
百
論
』

『
百
字
論
』
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
『
四
百
論
』
は
全
体
と
し
て
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
の
み
存
す
お
「
し
か
し
提
婆
が
作
っ
た
の
は
そ
の
傷

の
み
で
あ
る
か
ら
、
注
釈
を
離
れ
て
偏
文
の
み
に
よ
っ
て
前
提
さ
れ
た
思
想
体
系
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
o

そ
し
て
注
釈
書
は

護
法
(
五
コ
一

O
l五
六

O
)
な
ど
や
や
後
代
の
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
こ
こ
で
は
必
要
に
応
じ
て
、
特
に
究
語
の
形
態
を
推
測
す

る
た
め
に
、

チ
ャ

γ
ド
ラ
キ

l
ル
テ
ィ
に
よ
る
注
釈
の
焚
語
断
片
を
参
照
す
る
程
度
に
と
ど
め
た
。
注
釈
書
に
お
け
る
サ

l
γ
キ
ヤ
思
想

は
別
に
扱
い
う
る
で
あ
ろ
う
o

『
百
論
』
は
婆
薮
開
士
の
注
釈
と
共
に
羅
什
訳
が
存
す
お
「
以
下
に
は
本
書
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
が
、
羅
什
訳
と
い
う
年
代
上
比
較
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援
婆

ー
ソ
キ
ヤ
思
想

'つ

的
古
い

で
あ
る
款
に
、
議
と
釈
を
併
せ
考
察
す
る

と
と
し
た
。

叫
一
段
論
』
に
鮒
闘
し
て
議
う
こ
と
と
し

一
、
二
提
婆
に

あ
り
、
百
字
の

て
い
る
が
、

ハ
1
〉
ハ
リ
担
同
μ

判
官
民
浜
急
割
田
門
司
会

T
F
E・脳
WPW北
京
版
第
九
五
議
}
(
ロ
タ
お
お
)
。

こ
れ
に
対
す
る
波
釈
滋
闘
と
し
℃
時
比

(
U
S
L
S
Eえ
に
わ

hwzvrSF31H円
「
削

〈
同
九
八
巻
、

P
0
・山
W
M
N
m
w

出
〉
が
あ
り
、
こ
の
統
一
議
断
片
ぷ

E
R世間)系出掛仏

mygqw
ニ
リ
ミ
柏
町
骨
仲
昌
之
~
w
m
p
b
い可入品可河内村同)向き

(
ζ
2
5
a
a
Gご
ぽ
〉
氏
支
芯

ω
Q
n
z
q
c
h
M
Y口
問
弁

g
f
ω
M
5
H
C
i
P
3・
念
ゆ
i明
広
〉
に
お
い
て
将

行
さ
れ
て
い
る
。
コ
凶
百
議
』
を
参
照
ナ
る
場
合
に
は
こ
の
泌
総
断
片
に

い
よ
句
告
。

外
に
結
決
訳
哨
に
は
総
獄
中
十
に
お
る
も
の
が
玄
災
紋
コ
品
一
段
論
本
』
(
大
正
…
一
…

己
、
ロ
タ
ロ
議
〉
及
、
ひ
護
法
の
波
紋
後
一
院
大
衆
広
百
仏
関
絞
瀦
い
〈
問
問
、
出
0
・

M

伊
三
)
が
み
る
o

そ
の
的
閣
の
際
奥
山
山
絞
、
賄
側
訳
に
つ
い
て
は
、
山
間
出
品
絶
滅

博
士
「
捻
一
路
u
h
均
的
の
議
文
蕊
-
一
一
一
一
一
=
1
随
一
久
品
核
問
問
。

(
2
〉
鳳
駅
近
護
法
の
注
釈
平
畿
の
サ

i
γ

キ

ヤ

思

想

に

つ

い

て

叉

巾

m
c
g己

出
9
2
L
出
h
u
r宏
容
告
側
町
民
明
男
名
。
叶
片
言
問
山
畑
H
W
W
Y苔
〈
吋
印
仏
認
制
』
第
十

七
滋
第
二
六
一
九
六
八
年
、
問
問
問
一
氏

i
m同
凶

O
頁
)
が
紹
介
し
て
お
ら

れ
る
。

〈
3
)

こ
れ
か
ら
の
災
訳
が
、

c・
1

吋広明白川

H
M
M
3
i
u広
zm問
問
由
民
戸
内
山
門
向
日
比
丸

の
外
に
菩
提
流
交
に
よ
る

に
は
チ
ベ
ヅ

」
の
外
援
わ
し
い

芯
支
出

O
W
M
M
b閉山
K
M
H
0
5
{
U
Y
5
2ゆ

ω94H吋
n
g
-
(
C
O伊
同
M0
・
M
H
L
M
M
-

∞
旬
。
ふ

mHSN由
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
4
)

〉

5
質問肋開門
m
r
p
彩
山
州
北
京
版
第
九
五
泌
物
、
き
也
何
日

NEM
〉
}
内
世
間
吋
弘
知
a

門
知
}
広
三
神
門
仲
間
、

5
・明
Nω
明
・
淡
訳
、
大
}
広
三

O
、

5
・
同
研
岱
ゆ
・
チ
ベ
ッ
ト
訳

と
淡
訳
、
と
の
対
照
研
究
内
山
山
口
議
簿
土
「
淡
滋
対
問
削
ぼ
均
十
点
機
及
び
自
民
註
」

(
匂
大
谷
時
十
緩
い
第
一
一
巻
第
二
号
、
陥
和
六
年
三
月
、
一
45egg-

九
五
次
〉
に

お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
吋
E

ぬ
砂
川
ふ
漏
』
の
分
節
は
山
凶
幻
際
会
v
h

従
う
こ
と

と
す
る
。

(
5
〉
帽
子
持
的
臨
河
湾
土
『
印
斜
臨
時
制
い
第
七
一
…
六
七
支
参
然
。

ハ
6
〉
築
地
慣
の
著
作
に
お
け
る
外
教
に
対
す
る
也
一
口
次
は
双
十
嵐
智
沼
氏
「
縫

婆
に
於
け
る
剖
汁
滋
談
会
ピ
タ
ム
カ
い
策
関
銃
一
一
考
以
下
、
昭
和
一
…
匁
〉
、

問
問
「
滋
州
側
・
提
婆
に
知
ら
れ
た
あ
数
論
、
雌
町
議
尚
子
税
に
淡
い
て
い
令
宗
教

(
問
別
究
』
新
第
一
…
胤
牧
、
協
和
九
年
、
八
回
二

i
八
双
九
亥
〉
に
お
い
て
ま

と
め
ら
れ
、
吋
夜
一
論
』
の
資
料
は
府
筋
山
本
蕊
議
捕
時
土
『
昭
和
校
訂
官
筋
論
々
疏

ふ
山
中
本
匂
〈
寸
仏
教
大
系
い
所
段
、
総
和
一
二
年
)
の
序
文
附
炎
第
五
(
五
八

|
六
八
爽
〉
に
終
協
持
さ
れ
て
い
る
。

no 
n
h
v
 



第
一
節

サ

ン

キ

ヤ

体

系

『
百
論
』
及
び
『
百
字
論
』
に
お
け
る
サ
l
ン
キ
ヤ
に
対
す
る
言
及
は
、
因
果
論
と
純
粋
精
神
と
に
対
す
る
批
判
が
中
心
を
占
め
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
外
に
も
、
サ

I
ン
キ
ヤ
の
思
想
体
系
を
構
成
す
る
諸
部
分
に
対
し
て
も
論
及
し
て
い
る
の
で
、
最
初
に
こ
れ
ら
を
ま
と

め
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
サ

l
シ
キ
ヤ
の
二
五
原
理
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

「
(
釈
)
迦
毘
羅
言
、

従
二
冥
初
一
生
ν
覚、

従
ν
莞
生
一
一
我
心
品
、

従

我

心
一
生
一
一
五

微
塵
一
、

従

五

微
塵
一
生
一
一

大一、

神
震
レ
主
、

五

従
一
一
五常

莞
相
、

大
一
生
一
一
十

根

慮

中

常

住

不

壊

不
敗
、

不掃

離受

生諸

死(法

Lー

-67-

能
知
ニ
此
二
十
五
諦
一
、

即
得
二
解
脱
一
、

不
ν
知
ν
此
者
、

カ
ピ
ラ
を
祖
と
す
る
サ
l
γ
キ
ヤ
派
の
二
十
四
原
理
の
開
展
の
順
序
は
『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
も
の
と
同
一
と
み
て
よ
い
。
『
智
度

論
』
で
は
「
五
知
根
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
こ
こ
で
は
「
十
一
根
」
と
あ
る
o

し
か
し
こ
の
相
違
を
重
視
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
や
)

微
塵
か
ら
の
五
大
の
開
展
に
つ
い
て
は
特
別
の
記
述
は
見
出
さ
れ
な
い
。

(口問・包}回目引
H
r
m
E
ア

ω円
凶
〈
口
同
)
、
覚
相
(
仏
・

2片
山
口

Pω
円

凶
凶
)
、
処
中
(
仏
-
B包
r吉
田
手
習
い
山
内
出
凶
)
、
常
住
(
口
町
・
巳

q
p
ω
円
凶
同
)
、
揖
二
受
諸
法
一

次
に
神
即
ち
プ
ル
シ
ャ
に
つ
い
て
、

主

M
内

H
V
F〈
h

門
司
片
山
凶
口
町
四

ω戸

(口同・

σ
r。
}
え
♂

ω同
-

M

内
〈
口
)
な
ど

を
云
い
、
そ
れ
ぞ
れ
『
サ
l
γ
キ
ヤ
煩
』
に
も
対
応
を
見
出
し
う
る
。
不
壌
不
敗
は
果
た
し
て
そ
の
通
り
の
原
語
を
推
定
し
う
る
か
一
合
か

明
ら
か
で
な
い
が
、
住
常
の
強
調
し
た
表
現
と
解
す
れ
ば

F
D
Z
2
E
E
H
E
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
覚
相
と
い
う
訳
語
は
注
意

北
大
文
学
部
紀
要



提
婆
・
婆
薮
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ
l
γ

キ
ヤ
思
想

さ
れ
る
べ
き
で
、
直
前
に
お
け
る
二
十
四
原
理
の
一
と
し
て
の
覚
は
明
ら
か
に

σロ
仏
丘
止
の
訳
語
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
区
別
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
o

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
論
ず
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
二
十
五
原
理
を
知
る
も
の
は
解
脱
し
、
知
ら
ざ
る
も
の
は
輪
廻
す
る
、

と
云
う
o

こ
れ
に
よ
っ
て
二
十
五
原
理
の
基
本
的
体
系

と
そ
の
意
義
と
が
極
め
て
概
括
的
に
で
は
あ
る
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
提
婆
に
帰
せ
ら
れ
る
『
梼
伽
経
中
外
道
小
乗
担
集
論
』

に
も
右
と
よ
く
似
た
形
式
で
サ

I
ン
キ
ヤ
思
想
を
紹
介
し
て
い
る
。

次
に
自
性
と
神
と
の
関
係
を
盲
人
と
岐
者
と
に
た
と
え
て
い
る
。

「
外
日
、

(
論
)

如
一
一
盲
肢
一
。

(
釈
)

警
如
一
一
盲
肢
相
慨
能
去
-
。

如
レ
是
神
有
一
一
思
惟
一
、

サ

シ

キ
ヤ
の
も
の
と
見
て

よ和し、

で合
あ

而
ろ(
'5~去τ

O~ 

」ー

身
有
一
一
動
力
一
、

-68守

こ
の
壁
面
輪
は
こ
こ
で
は
ニ
ヤ

I
ヤ
批
判
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

次
に
実
践
の
問
題
に
つ
い
て
、

ま
ず
浬
築
と
い
う
固
定
的
な
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
外
教
説
が
論
破
さ
れ
る
。

一「

外

日、
(論〉

有
一
-
般
訳
出
法
-
、

常。

無
煩
悩
ト
浬
駒
栄
ハ
不
異
故
。

愛

等

諸

煩

悩

永

輩

、

不
一
一
復
生
死
-
。
是
故
担
築
震
v
常。

(
釈
)

是
名
ニ
担
築
一
。

有
ご
一
院
悩
一
者
、

則
有
一
一
生
死
一
。

無
二
煩
悩
一
故
、

永

内

日
(

弘

嗣

)

不
レ
然
。

担

架

作

法

故

。



〈釈〉

国
間

ν
修
ν
選
故
、

無
-
-
諸
援
協
一
。

無
一
一
震
情

郎

浬

集

者

、

期

是

作

法

。

作

法

故

無

こ
こ
に
云
う
外
教
の

サ
1
γ
キ
ヤ
に

一
般
的
で
あ
る
が
、

(第

の
検
討
』
)
な
ど
に

れ
る

か
か
る
批
判
は
、
例
え
ば
サ

l
γ

キ
ヤ
の
文
献
の
土
で
も
次
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

の
〉
な
る
、
が
故

で
あ
る
、
と
い
う
の

し
く
な
い
。
何
と
な
れ
ば
有
な
る
結
果
は
そ
の
ご
と
く

ハ
無
常
〉
で
あ
る

'd 
MマF

の
滅
は
結
果
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
反
対
〈
1
常
住
)
で
あ
る
放

「
捨
罪
福
口
問
」
は
、

(arRBM凶

)

時
ち
養
・

行
為
を
破
斥
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
が
、

の
修
行
法
を
紹
介
す
る
中
で
、

サ
l
ン
キ
ヤ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に

お
ご
迦
罷

、

語山一僧

一、

説
一
一
諸

総

和

判
別
総
一
。

於
一
一
二
十
疋

中
一
時
待
費

8章一

，c，. 
/J 

法
-
。
」

は
「
サ

1
γ
ム
ヤ
ヤ

二
三
に

と
こ
ろ
の
、
思
惟
機
能

の
純
質
的
な
あ
り
方
(
印
即
日
三
宮
l
品
事
)
を
指
す

も
の
で
、
こ

-
卸
羽
・
自
在
・

の
四
種
で
あ
る
と

る。

に
祭
記
批
判
官
に

「
心
が
福

五
道 て

サ

!
γ

キ
ヤ
思
懇
が
援
沼
さ
れ
て
い
る
。
「
取
福
捨
葬
比

是
れ
を
不
行
法
と
名
づ
け
る
よ

で
あ
る
が
、

し

れ
が
「
無
相
」
で
あ
り
、
こ
の
仏
教
の
立
場
か
ら

馬
殺
を
批
判
す
る
の
で
為
る
が
、
鈴
本
に
よ
る
と
、
そ
の
理
由
は
、

記
一
騎
報

一
、
「
汝有

謂

浮

や

m

故
尚
臨
み
柄
、 但

有
一
一
一
言部

況

雑

レ

無
一
一
因
縁
一
故
。



提
婆
・
婆
援
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ
l
ン
キ
ヤ
思
想

」
れ
に
対
す
る
婆
薮
の
注
釈
で
は
理
由
一
に
関
し
て
、

「
馬
記
一
隅
報
賞
無
常
。

何
以
故
。

ω
馬

記

業

因

縁

有

レ

量

故

。

故

馬

記

業

有

レ

量

故

無

常

。

世
間
困
若
有
レ
量
、

果
亦
有
レ
量
。

如
ニ
泥
園
小
、

瓶
亦
小
一
。

是

ω
復
次
聞
、

汝
天
有
一
一
蹟
幸
一
。

共

闘

相

悩

故

不
ν
臆
v
常。

(3) 

又

汝

馬

記

等

業

従

ニ

因

縁

一

生

故

、

皆

無

常

o」

右
の
う
ち
無
常
の
直
接
的
な
解
説
は
第
三
項
の
み
で
あ
り
、
第
一
項
は
因
縁
に
応
じ
て
果
が
不
等
で
あ
る
こ
と
、
第
二
項
は
そ
の
た
め

に
争
い
が
起
る
こ
と
を
云
う
と
解
せ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
理
由
二
に
つ
い
て
は
、

無

常

勝

負

相

故

o』

A
U
 

ヴ

d

「
如
ニ
馬
記
業
一
中
有
二
殺
等
罪
一
故
。

復
次
如
二
僧
怯
経
一
-
一
同
一
。

『
記
法

不

浮

是

以

臆

v
捨
o」

論
本
に
云
う
「
雑
罪
」
が
「
有
二
殺
紘
一
寸
罪
一
」
と
説
明
さ
れ
、
福
と
み
な
さ
れ
て
い
る
馬
記
が
実
は
殺
生
等
の
罪
を
伴
う
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。
最
後
に
「
僧
怯
経
」
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
不
浄
・
無
常
・
勝
負
の
う
ち
、
婆
薮
は
理
由
二
に
不
浄
を
あ
て
、
理
由
一

に
お
け
る
三
項
の
説
明
が
、
実
は
勝
負
と
無
常
に
相
当
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
o

こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
き
、
馬
記
批
判
に
お
い
て
特
に

婆
薮
、
が
積
極
的
に
サ

l
γ
キ
ヤ
を
援
用
し
て
い
る
と
言
い
う
る
。
但
し
論
本
に
お
け
る
「
雑
罪
」
の
概
念
は
、
。
ハ

γ
チ
ャ
シ
カ
に
帰
せ
ら

れ
る
断
片
の
中
で
、
祭
間
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
主
要
な
新
得
力
(
名
口
吉
田
)
に
は
、
殺
生
な
ど
よ
り
生
ず
る
新
得
力
の
「
僅
か
な
混
入
」

(∞

g-宮
σ
白
山
恒

-
8
5ざ
が
あ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
引
用
す
る
文
も
サ

l
γ
キ
ヤ
の
文
献
と
関
係
が
深
い
。



「
(
釈
〉
如
二
経
説
一
。

能
作
一
一
馬
肥
-
、

是
人
度
一
一
衰
老
死
一
、

古
田
ロ
院
ら
高
、

-F
圭す

dF円

生

虎

常

o」

内
問
・
山
口
可
山
口

g
z
r
rロ
3
8
担
当
ロ
片
山

W
Z
H
℃
E
F
H恒
宮

2
4邑
Z
E
1
8
2
聞こ
o
E
m
官
官
民
自
立

U
1
5
H
H
S
E
C
B℃
自
同

EHHH

g
g氏
・
の
白
戸
仏
国
同
)
川
山
岳
山
仏

ω同
国

・

祭
記
批
判
は
サ

1
γ
キ
ヤ
学
派
の
み
が
行
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

サ
l
γ

キ
ヤ
派
が
、
代
表
的
な
も
の
と

見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
o

〔
附
論
〕
『
百
論
』
の
本
文
は
「
悪
止
善
行
法
」
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
句
に
つ
い
て
次
の
間
答
が
あ
る
o

外

日
初
士
口
一
故
、

中
後
亦
士
口
0

如

有

経

名

婆

羅義

日可味

波易

是帝解

不主泰法、

吉極言音、

庚流、

布、

若

智

人

讃

諦

念

知

、

{更

唱

in
i
 

(
論
)

汝
経
有
レ
過
。

初

不

吉

故

。

空、荻
増、)

寿、諸

威、師

徳、作

尊、経

重、法

O 

初
説
レ
吉
故
、

如
v
是
経
等
、

初
皆
一
言
レ
士
口

0

以

汝

経

初

説

ν
惑
故
、

是

以

言

ニ

汝

経

有

τ過。

内

日(
論
)

不
v
然。

断
二
邪
見
一
故
、

説
一
一
是
経
一
。
」

こ
の
議
論
は
論
書
の
は
じ
め
に
吉
祥
な
る
言
葉
(
自
色
ぬ
回
目
白
)
を
述
べ
る
べ
き
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
〈
旦

g
2
3日

l

F
告

E
仲
間
出
凶
自
に
「
論
書
の
形
態
は
聖
音
(
オ

l
ム
)
に
よ
っ
て
完
全
と
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
パ

l

ニ
ニ
が
こ
の
原
則
に
従
っ

て
い
ポ
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
パ
タ

γ
ヂ
ャ
リ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



提
婆
・
婆
薮
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ
l
ン
キ
ヤ
思
想

「
吉
祥
を
願
う
師
は
大
論
書
の
吉
祥
の
た
め
に
、

吉
祥
に
は
じ
ま
る
論
書
は
広
ま
り
、

「
完
成
せ
る
」
(
田
正
門
同
日
戸
田
)

と
い
う
語
を
は
じ
め
に
用
い
た
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば

人
を
勇
者
に
し
人
を
長
命
に
す
る
か
あ
で
あ
る
o
」

読
請
者
が
目
的
を
達
し
う
る
よ
う
に
、

婆
薮
の
注
釈
が
右
の
文
と
よ
く
一
致
す
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

(お〉

こ
の
よ
う
に
書
物
の
最
初
に
ヨ
包
官
】
仰
を
述
べ
る
べ
き
こ
と
は
早
く
か
ら
周
知
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
反
則
に
対
す
る
批
判
と
弁
明
が

『
百
論
』
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
サ

I
γ
キ
ヤ
と
の
類
似
が
気
づ
か
れ
る
。
『
サ

l
ン
キ
ヤ
頚
』

『
百
論
』
の
最
初
に
「
悪
止
」
が
あ
る
よ
う
に
、
「
苦
の
三
種
が
逼
迫

(
E
f
r
E同
片
山
首
ゲ

}
L
m
r
Eと
す
る
故
に
、

第
一
の
最
初
に
、

丁
度

そ
れ
を
滅
す
る
手
段

に
対
す
る
考
究
が
な
さ
れ
る
」
と
云
う
が
、

ヴ
ァ

l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ュ
ラ
は
こ
れ
に
つ
い
て
、

「
苦
(
と
い
う
語
)
は
不
吉
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
滅
は
吉
祥
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
書
物
の
は
じ
め
に
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
は
正
し
い
o
」

同
様
の
議
論
が
ペ
己

のん庁，.

Z
U可
同
ー
可
長
一

O
E
は
自
由
沙
問
問
色
白
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
い
る
、
が
、
右
の
よ
う
な
議
論
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
特
殊
な

ケ
ー
ス
な
の
で
あ
ろ
う
o

そ
れ
が
『
百
論
』
と
サ

l
γ

キ
ヤ
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
サ
I
ソ
キ

ヤ
に
お
け
る
議
論
を
婆
薮
の
時
代
に
ま
で
湖
ら
せ
、
そ
れ
が
「
百
論
』
に
影
響
し
た
と
云
い
う
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
o

特
に
修
辞
法

と
い
う
一
般
的
原
別
で
あ
る
こ
と
が
、
両
者
の
関
係
を
積
極
的
に
主
張
す
る
こ
と
に
対
す
る
妨
げ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
類
似
性

を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

(
1
〉
「
論
」
と
「
釈
」
と
の
区
別
は
宇
井
博
士
「
コ
一
論
解
題
」
及
び
「
国

訳
百
論
」
に
従
っ
た
。
『
国
訳
大
蔵
経
』
論
部
第
五
巻
。
宇
井
伯
寿
著
作

選
集
第
四
巻
。

(
2
)

大
正
三

O
、
一
七

O
頁
、
下
、

一二一

i
一
八
行
。



(
3
)

拙
稿
「
竜
樹
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ

l
ン
キ
ヤ
思
想
」
(
『
北
海
道

大
学
文
学
部
記
要
』
十
六
ノ
二
、
七
二
頁
参
照
。

(
4
)

拙
稿
「
℃
山
口
恒
問
g
m
w
に
つ
い
て
」
(
「
印
仏
研
』
第
十
六
巻
第
一
一
号
、

一
七
四
頁
、
註
五
参
照
。
な
お
「
主
」
に
は

2
削
5
5
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
前

掲
拙
稿
「
竜
樹
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ

l

ン
キ
ヤ
思
想
」
七
四
頁
参
照
。

(
5
)
木
書
は
果
し
て
提
婆
の
真
作
か
否
か
疑
わ
れ
て
い
る
が
(
宇
井
博
士

『
印
哲
研
』
第
一
、
二
六
七
頁
参
照
)
、
次
の
ご
と
く
に
サ

l

ン
キ
ヤ
思
想

を
ま
と
め
て
い
る
。

「

第

十

四

外

道

僧

怯

論

師

説

三

一

十

五

諦

一

。

自

性

図

、

生

二

諸

衆

生

日

、

是

注

繋

因

。

自

性

是

常

故

。

従
二
自
性
一
生
ν
大

、

従

レ

大

生

v
意

、

従

レ

意

生

レ

智

、

従

ν

智
生
二
五
分
一
、
従
ご
五
分
一
生
二
五
知
根
一
、
従
二
五
知
根
一

生
三
五
業
根
-
従
二
五
業
根
一
。
生
二
五
大
一
。

是

故

論

中

説

、

『

随

二

何

等

性

一

修

行

、

二

十

五

諦

如

賓

知

、

従

二

自

性

一

生

還

入

ニ

自

性

一

、

能

離

三

一

切

生
死
一
得
三
淫
梁
一
』

如

レ

是

従

二

自

性

一

生

-

二

切

衆

生

一

、

是

故

外

道

僧

怯

説

工

自

性

是

常

、

能

生

二

諸

法

一

、

是

湿

繋

因

よ

」

(
大
正
三
二
、
一
五
七
頁
下
)

右
に
お
い
て
開
展
の
順
序
と
し
て
は
十
一
根
が
、
意
、
五
知
根
、
五
業
根

に
分
割
さ
れ
、
五
業
棋
が
五
大
を
生
じ
、
意
は
大
よ
り
生
じ
、
か
つ
相
官
を

生
ず
る
と
さ
れ
る
。
図
示
す
る
と
、
自
性
|
大
意
智

i
五
分
|
五
知

根
五
業
根
|
五
大
。
順
序
の
特
異
性
と
共
に
我
執
ハ
我
心
)
を
欠
き
、

智
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
他
に
例
を
み
な
い
が

北
大
文
学
部
紀
要

州内包
E
C
百
・
ω
・

5
に
は
寂
静
我
(
仲
間
口
門
前
門
B
ω
口
)
l大
我
(
削
仲
間
出
口
日
与
え
)

l
智

我

C

E
ロ
E
B
S
)
|
語
意
(
〈
削
口
・
5
E
g
)
と
い
う
ヨ

l
ガ
的
沈
潜

の
次
第
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
大
、
知
、
意
、
が
強
い
て
言
え
ば
右
の
大
|

音山
l
i
智
と
関
連
を
有
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
但
し
原
語
が
確
定
し
な
い
故

陀
こ
れ
以
上
の
推
測
は
止
め
る
。

『
浬
繋
論
』
に
引
用
さ
れ
た
文
中
、
「
何
等
性
」
と
い
う
「
性
」
は

忠
日
目
白
(
生
活
期
、
四
住
期
)
を
指
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
「
論
中

説
」
と
断
っ
て
い
る
の
は
引
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

類
す
る
詩
が
サ

l
ン
キ
ヤ
派
の
文
献
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
二
十
五
原
理
を
知
れ
る
者
は
、
い
か
な
る
生
活
期
に
住
す
る
と
も
、

弁
髪
、
剃
髪
、
磐
田
髪
に
す
る
と
も
、
解
脱
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
疑

な
し
。
」

(
の
自
門
円
回
目
)
間
仕
邑
∞
同
ハ
戸
凶
凶
H
H
H
山
豆
削
H
E
E
d
g
w
H
y
a
v
金
七
十

論
第
二
、
第
三
一
七
煩
、
。
E
H
M
m
w
g
g
p
叫，

R
E
E
Y
E
吉
氏
宮
]
州
問
、
同
)
・
2
u

吋
伊
丹
門
S
E
H
H
M
m
g
y
m
宮
田
]
H
片
山
・
匂
-
H叶
U
ω
R
S
巴
仏
門
出
H
削
口
同
富
山
伝
聞
g
r
p
M
H
u

t
-
ζ
g
g
B
叫
子
出
H
W
H
O
M
P
H
H
H
・
日
0
・
な
お
修
行
者
の
髪
に
つ
い
て
こ

の
三
種
が
あ
る
こ
と
は
豆
E
g
g
-
凶
口

-
N
5
及
び
大
智
度
論
「
或
剃
髪
、

或
長
レ
髪
、
或
頂
上
留
ニ
少
計
髪
一
」
(
大
正
二
五
二
五
三
頁
、
中
〉
を
参
照
。

こ
の
詩
は
ヴ
イ
ジ
ユ
ニ
ヤ

l
ナ
ピ
ク
シ
ユ
の
弟
子
パ

I
ヴ

ア

l
ガ
ネ

l

シ
ヤ
に
よ
っ
て
パ
ン
チ
ャ
シ
カ
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
(
寸
ω
=
〈
m
w
B
-
忌
間
三
r
a

宮
内
町
宮
g
u
5
ω
帥

g
r
y
ヨg

同

HM四
円
。

r
p
H
】
・
2
)
。
と
も
か
く
多
数
の
引
用

に
よ
っ
て
、
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

(
6
〉
大
正
三

O
、
一
七
二
頁
、
中
、
一
一
一
二
三
行
。

(
7
)

∞
烈
-
M
M
口
な
お
拙
稿
「
マ

l
タ
ヴ
ァ
『
全
哲
学
綱
要
』
の
一
考
察
」

η
t
u
 

ヴ

t
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門
一
、
而
百
千
衆
中
乃
有
一
二
人
能
百
円
諦
持
一
。
況

不
一
ユ
脅
立
一
誰
嘗
レ
有
一
一
一
能
諦
=
持
如
レ
是
雑
観
文
句
一
。
無
二

諦
持
者
一
、
便
速
隠
没
。
」
(
大
正
二
七
、
二
三
六
頁
、
下
、

一
二
行
以
下
〉

こ
れ
は
ヨ
ω降
四
回

}ω

と
同
じ
で
は
な
い
、
が
、
類
似
の
思
惟
傾
向
を
示
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
二
節

困

中

有

果

論

個
別
的
な
問
題
で
は
因
果
論
批
判
と
精
神
原
理
批
判
が
、

サ
l
γ

キ
ヤ
思
想
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
最
も
重
要
な
主
題
と
し
て
、
提

婆
の
著
作
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
o

ま
ず
因
中
有
果
論
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

『サ

l
γ

キ
ヤ
碩
』
と
の
関
係
で
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
『
百
字
論
』
第
九
節
で
あ
る
。

外

日

5
 

ウ
4

一
、
無
法
非
二
因
生
一
。

如
二
兎
角
、

如
レ
見
ニ
塵
レ
油
求
レ
麻
、

法
一
震
v
因
能
生
中
多
法
上
。

亀
毛
、

石
女
児
、

虚
空
華
等
一
。

如

レ

是

無

法

終

不

可

得

。

二
、
以
ニ
因
縁
一
生
。

作
レ
瓶
求

τ泥。

三
、
非
下
以
二

四
、
而
物
各
有
レ
因
。

飴
法
一
亦
爾
。
」

如
下
泥
能
成
ν
瓶、

不
ν
混
一
一
証
因
一
、

鰻
能
成
レ
艶
、

不
上
レ
震
一
一
瓶
因
一
。

以
ニ
此
類
一
求
一
一

右
の
よ
う
に
区
切
る
な
ら
ば
「
『
サ

l
ン
キ
ヤ
頚
』
九
の
因
中
有
果
の
論
証
の
五
理
由
の
う
ち
四
つ
ま
で
が
ま
と
め
て
挙
げ
て
あ
る
の

を
見
る
。
し
か
し
『
十
二
門
論
』
に
お
け
る
も
の
が
五
種
全
て
を
予
想
す
る
の
に
対
し
て
み
る
と
不
完
全
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
論
破
は
、
甲
の
主
張
と
同
じ
資
格
に
お
い
て
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
乙
の
主
張
が
可
能
で
あ
る
、

と
い
う
中
観
派
の
一
般

北
大
文
学
部
紀
要



提
婆
・
婆
薮
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ
l
ン
キ
ヤ
思
想

的
論
法
、
並
び
に
「
声
法
是
常
」
と
「
声
無
常
」
の
実
例
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
。
か
か
る
立
言
は
青
日
釈
『
中
論
』
に
も
見
ら
れ
訂

さ
て
、
次
に
『
百
論
』
の
記
述
を
検
討
す
る
が
、
『
百
字
論
』
及
び
青
目
釈
『
中
論
』
を
も
併
せ
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
ぺ
o

(

上
段
が

『
百
論
』
の
文
章
を
意
味
す
る
0
)

1 

「
外
日

(
論
)
諸
法
非
レ
不
v
住。

故。(

釈

)

有

相

諸

法

如

下

泥

圏

、

従

ν
圏

底

、

従

v
底

腹

、

従

ν
腹
咽
、
従
レ
咽
口
、
前
後
矯
=
因
果
一
。

種

々

果

生

時

、

種

々

因

不

上

レ

失

。

若

因

中

無

ν

果

、

果

別

不

v
生

。

但

因

襲

矯

レ

果

。

是

故

有

二

諸
法
-
。

内
日
、

(

論

)

若

果

生

故

有

不

レ

失

、

困

失

故

有

失

。

(
釈
)
汝
一
マ
一
日
二
瓶
果
生
時
泥
閣
不
τ失
。

瓶

即

是

泥

園

。

若

瓶

果

生

、

是

時

失

ニ

泥

圏

因

一

故

、

是
則
無
レ
因
。

有

不
v
失
故
、

無
不
レ
生

若
泥
圏
不
レ
失
、
不
レ
応
v
分

二

別

泥

圏

瓶

有

τ異。

今

寅

見

形

時

・

力

知

名

等

有

レ

異

故

有
懸
レ
失
。

. 

我

法

不

生

不

滅

。

見

亦

不

壊

、

ハ

6
)

不

見

亦

不

壊

。

何
以
故
。
我
法
常
有
故
。
(
『
百
字
論
』
)

轄

饗

都

無

v
所
レ
失
(
『
大
智
度
論
』
)

若

因

滅

市

有

ν
因

果.~
レ

生果

Q 
青ポ

目言論?
、J 巴~~

nhU 

ヴ

d

困
層
周
レ
三
一
果
作
レ
図
己
滅
、

若
因
(
不
レ
輿
レ
果
)
作
レ
因
己
而
滅
因
滅
而
果
生

是

果

則

無

困

(

『

中

監

)

若

因

果

是

一

、

生

及

所

生

一

(

『

中

嗣

ザ

若

果

奥

v
因

相

似

、

是

(

国

不

v
然

。

因

細

呆

魚

故

。

因

果

色

力

等

各

異

(

青

目

)



2 

外
目

立
珊
)
如
二
指
屈
申
一
。

(
釈
)
指
雄
二
一
屈
申
形
異
一
、

泥

国

形

・

瓶

形

雄

v
異、

内
田

(
論
)
不
レ
然
。
業
能
異
故
。

(

釈

)

屈

申

是

指

業

。

指

是

能

。

若

業

即

是

能

者

、

屈

時

底

レ

失

レ

指

。

復

次

屈

申

底

二

是

一

一

。

如

ニ

汝

恒

一

泥

閤

即

是

瓶

故。指

輪

非

也

。

外
日

(
論
)
如
ニ
少
壮
老
一
。

(

釈

)

如

三

人

身

亦

少

亦

壮

亦

老

-

。

如
レ
是
。

内
臼

(
論
〉
不
ニ
故
。

(
釈
〉
少
不
レ
作
ν
壮、

非
也
。

寅

是

一

指

。

而

泥

不

ν
異。

如
レ
是

3 

因

果

亦

壮

不
v
作
ν
老。

是
故
汝
仏
側

4 

二'A 'lクミL

q9次

若

有

不

v
失
、
無
v
失。

北
大
文
学
部
紀
要

事若

即 謂
下

濡於

ー去

(法

草JlP
芭ぎ是

属
中

去

者
上

作

者

及

作

業

是

離
二
五
指
異
-
、

挙
異
不
可
得
(
青
目
〉

け

d
ヴ

t

若

嬰

児

色

即

是

旬

旬

色

、

乃

至

老

年

色

者

、

如
レ
是
則
是
一
色
皆
局
ご
嬰
児
一
、
無
レ
有
ニ
筒
旬
乃
至

老
年
一
。
叉
如
一
一
泥
圏
常
、

4
r
)
泥
圏
終
不
-
レ
作
レ
瓶
。

何

以

故

。

色

常

定

故

。

(

青

日

)



提
婆
・
婆
薮
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ

I
γ

キ
ヤ
思
想

5 

(

釈

)

若

有

不

レ

失

者

、

泥

圏

不

v
臆
一
品
艶
矯
℃
瓶
。

是

則

無

瓶

。

若

有

不

v
失

者

、

無

無

故

、

亦

不
ν
底
レ
失
。
然
則
都
無
レ
失
。

外
日(

論
〉
無
v
失
有
ニ
何
径
二

(

釈

)

若

常

故

無

v
失

、

泥

圏

不

レ

臆

コ

獲

得

τ瓶、

事
益
山
常
-
有
二
何
過
一
。

内
田

(
論
)
若
無
ご
無
常
-
無
二
罪
幅
等
一
。

(
釈
)
若
無
二
無
常
一
、
罪
一
幅
等
悉
亦
嘗
レ
無
。
何

以
故
。
罪
人
常
震
=
罪
人
-
、
不
レ
際
レ
矯
レ
一
胸
、
一
服

人
常
篤
二
幅
人
一
、
不
レ
臆
ν
篤
レ
罪
。
罪
一
隅
等
者
、

布

施

、

構

盗

、

持

戒

犯

戒

等

。

如

レ

是

皆

無

。

6 

釈事官

因

中

先

有

レ

果

。

因

有

故

。

若

泥

中

先

無

レ

瓶

、

泥

不

v
際
レ
篤
二
瓶
因
一
。

内
田

(

論

)

若

因

中

先

有

ν
果
故
有
レ
果
、

無
レ
果
。

(

釈

)

若

泥

圏

作

ν
瓶、

果

無

故

因

泥
不
レ
失
故
、

因
中
有
レ

若

嬰

児

色

不

レ

滅

市

相

績

持

v

常
住
本
相
亦
無
二
相
額
一
(
青
目
)

則
嬰
見
色
不
レ
滅
。

若

因

中

己

有

ν
果
者
、
則
無
一
一
未
来
法
一
。
若
鉱
山
ニ
未

来
法
一
則
無
ニ
生
滅
}
。
無
一
-
生
滅
一
、
亦
無
二
善
悪
一
。
無
=

善

悪

一

、

亦

錯

↑

作

業

罪

幅

果

報

三

如

レ

是

則

一

切

法
無
。
(
『
百
字
論
』
)

若
常
則
無
二
罪
幅
等
一
(
主
印
〉

-78 -
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7 

果。外
日

(
論
)

(
釈
)

果、内
日

(

論

)

若

因

果

て

無

二

未

来

一

。

(
釈
)
如
一
一
一
泥
圏
現
在
、
瓶
清
二
未
来
二
若
因
果

f

一
、
則
無
=
未
来
一
。
無
ニ
未
来
一
故
亦
無
=
現
在
-
。

無
二
現
在
一
故
亦
無
二
過
去
一
。
如
レ
是
三
世
観
。

外
日(

論

〉

名

等

失

、

名

等

生

故

。

(
釈
)
吏
無
コ
新
法
一
、
而
故
法
不
v
失

。

但

名

随

v

時

異

。

如

二

泥

圏

矯

レ

瓶

、

瓶

被

告

刷

レ

金

、

会

破

還

震

ν
泥
。
如
レ
是
都
無
二
去
来
一
。
瓶
金
安
在
。

但
随
レ
時
得
v
名
。
主
(
寅
無
レ
異
。

内
日

(

論

)

若

爾

因

無

ν
果。

(

釈

)

若

名

失

、

名

生

者

、

此

名

先

無

後

有

故

、

因

中

無

ν
果

。

若

名

先

有

、

泥

即

是

瓶

。

是

故

知

v
非
二
先
有

τ果。

外
日

是

瓶

若

破

、

底
二
因
中
無

τ果。

更如因

無土果

異因一

故。泥

果

、

泥

因

瓶

果

、

法
一
。
是
故
不
レ
臆
二
国
中

因
襲
矯
レ

無

τ果。

8 9 

北
大
文
学
部
紀
要

-
参
照
。

非平

生両
手芭
故〔

O 
則〕

壌

位

~ 

百
子(
百問21
ι= 

-79 -

因
不
二
議
滅
一
、
但
名
字
減
、
而
因
陸
脇
田
震
レ
果
。

2
J

如
下
泥
圏
襲
篤
レ
瓶
失
ニ
泥
園
名
一
一
肌
瓶
名
生
上
。
(
青
民
)



提
婆
・
婆
薮
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ

l
γ

キ
ヤ
思
想

10 

2
0

不
定
故
。

(
釈
)
泥
圏
中
不
=
一
定
出
二

定

有

τ名。

内
日

(

論

)

若

泥

不

定

、

果

亦

不

定

。

(
釈
)

若

泥

圏

中

瓶

不

定

、

汝

一

z
p
一
因
中
先
有

τ果
亦

不
定
。

外
日

(
論
)
徴
形
有
故
。

(

釈

)

泥

圏

中

瓶

形

徴

故

難

レ

知

。

陶

師

力

故

旦

定

時

明

了

。

泥

中

瓶

難

ν
不
v
可
ν
知

、

嘗

ν
知=一

泥
中
必
有
=
徴
形
一
。
有
三
一
種
不
可
知
一
。
或
無

故

不

知

、

或

有

以

コ

因

縁

一

故

不

知

。

因

縁

有

v
八

、

何

等

八

。

遠

故

不

v
知
。
如
ニ
遠

国
土
一
。
近
故
不
レ
知
。
如
三
限
捷
一
。
根
壌
放
不
v

知
。
如
一
事
・
盲
一
。
心
不
ν
住
故
不
レ
知
。
如
二
人
意

飢
-
。
細
故
不
v
知
。
如
ニ
微
慶
一
。
障
故
不
レ
知
。

如
ニ
壁
外
事
-
。
勝
故
不
v
知
。
如
二
大
水
少
盤
一
。

相

似

故

不

レ

知

。

如

三

粒

米

投

二

大

家

中

一

。

如
レ
是
泥
圏
中
瓶
、
限
難
レ
不
レ
見
、
要
不
二
従
ν
蒲

出
-
。
是
故
徴
瓶
定
在
二
泥
中
}
。

器一。

是

故

泥

中

不

二

泥
団
体
不
二
燭
生
古
瓶
、

〈
お
〕

(
青
目
)

成因平

大 中二

二有門さ't.
E 司 日同

五長三
主。五
抑24
ζフ)徴 (2)

五回

不

現

『
十
二
門
論
』
〔
五
〕

ω

会
翠
等
皆
従
ニ
泥
中
一
出
。

以
ニ
先
有
一
故
、

後

得
ν

-80 -
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内
日

(
論
)
若
先
有
二
徴
形
一
、
因
無
レ
果
。

(

釈

)

若

瓶

未

レ

生

時

、

泥

中

有

二

微

形

一

、

後

魚

時

可

レ

知

者

、

是

則

困

中

無

レ

果

。

何

以

故

。

本
鉱
山
ご
箆
相
一
、
後
乃
生
故
。
是
以
因
中
無
レ
果
。

外
日2

0

困

中

陸

v
有
ν
果

。

各

取

ν
因
故
。

(
釈
)
因
中
臆
一
一
先
有

τ果
。

何

以

故

。

作

レ

瓶

取

レ

泥
、
不
レ
取
ν
蒲

。

若

因

中

無

レ

果

者

、

亦

可

レ

取

ν

蒲
。
而
人
定
知
ニ
泥
能
生
レ
瓶
。
挺
レ
埴
成
レ
器
、

堪
レ
受
ν
民

故

、

是

以

困

中

有

レ

果

。

内
日

12 

(
論
〉
若
嘗
レ
有
有
、
若
首
レ
無
無
。

(
釈
)
汝
ι

一
白
二
泥
中
嘗
v
出

レ

瓶

故

‘

因

中

先

有

τ果、

今

瓶

破

故

膝

ニ

嘗

無

τ果
。

是

以

因

中

無

レ

果

。

外
臼

(

論

)

生

住

壊

次

第

有

故

無

レ

過

。

(
釈
)
瓶
中
蜂
レ
有
二
被
相
二
要
先
生
、

後

破

。

何

以

故

。

末

生

無

レ

破

故

。

内
日

(
論
)

次
住
、

若
先
生
非
山
パ
後
、

無
レ
果
向
。

北
大
文
学
部
紀
要

「
十
二
門
論
』
〔
五
〕

ω

復

次

若

因

中

先

有

二

微

細

果

一

、

市

無

v
箆

者

、

是

箆

使

先

無

而

後

有

。

是

則

生

滅

。

違

ニ

汝

先

説

一

。

(
『
百
字
抗
日
山

『
十
二
門
論
』
破
因
中
無
果
〔
二
〕
、
『
百
字
論
』
第
九
節
、

-81 -

6
参
照
。



ょっ

サ

I
ン
が
5

ヤ
思
想

〈釈〉
者

泥

中

海

v
瓶

、

生

投

壊

後
援
、
不
ザ
日
光
壊
後
生
二

郎
ν
楚

瓶

米

ν
生
時
、
然
、
ν
伎

後
夜
故
、
間
出
品
山
a
耐
熱

ν
果。

外口い

13 

汝寺号

8 

3長何

j上と主主故

二主主喜怒

汝
敬
一
一
品
物
田
沢
一
放
有
一
一
蹴

湾

問

中

有

ν
来

者

、

若

問

問

中

総

ン

果

、

則

滅

一

。

内
自

ハ
論
)

(釈〉

以
上
が

な
14 

先

生

飯山

τ破。

先

無

中
然
官
菜
、

畿

放

蹴

開

放

不

ν
常。

汝
一
小
ν
知
耶
。
従
ニ
殺
子
一
応
A

位
一
す
綴
緩
欲
、

毅

子

Mm
ザ
因
壌
放
、
不
レ
常
。
郊
レ
民
総
諸

二

分

間

同

縁

生

法

。

中

有

果

然

不
ν
繁

二

勝

常

一

、

入

ニ

閣

時

換

。

内

皆同一、
、ユ時

の
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

に
お
い
て
国
中
有
楽
識
に
回
附
し
て
ま
と
ま
っ
て

日

子主

須
v
作。

部
下
山
路
有
ν
甑
不
上
レ

誠
一
一
際
部
一
、

行

止

亦

如

レ

是

。

行

如

下

従

ニ

穀

子

一

樹

緩

…

滋

葉

悠

寸

上

。

止

場

、

綾

子

滅

放

努

玄

業

滅

。

椋

繍
線
放
名
ν
行

、

麟

故

名

レ

止

。

叉

郊

ア

然

現

縁

諸

行

乃

設

溺

死

、

名

ν
行

、

無

関

滅

放

諸

行

等

滅

、

是
名
上
レ
止

-82 

し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
し

に
は
こ
の
外
に

部
下
問
機
有
v
盛
不
上
ン
須
一
一
織
邸
一
。

以
下
瓶
闘
接
待
二
功

二
以
上
故
、

知
日
…
問
中



無

燃ヅぇ

15 

「
若
圏
中

ま
た

16 

受

身

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
『
中
議
山

17 

叩「

切

法

終

員日

生

人

功

到

乳

中

日

有

ν
艶。

市

後

営
ν
知

是

作

若

一、

従
v
他

一広々

が
困
中
有
果
無
関
拭
の
問
題
に
盟
関
連
す
る

と
を
示
す
。
さ
ら
に

tこ

(

引

出

)

で
あ
る
。

83 

以
上
顕
を
閉
鎖
み
ず

で
は
サ

l
γ
ヤ
ヤ
の
主
張
と
明
記

し
た
の

ア
中
論
』
に

し
て
は
必
ら
ず

な
く
、
財
務

の
類
似
に
よ
っ

と
L 、

は
別
と
し
て
も
、
青
目
釈

が
意
外
に

る
こ
と
が
気
づ
か
れ あ

る
。
こ
の
比
較
の
結
果
、
司
一
段
議
い
と

9 

て
引
用
し

い
る
、
も
の

に
8
)
を
青
語
釈
と 3 

5 

日
〉
し
か
も

内
議
』
よ
り
も
共
瀧
点
が
多
く
、

に
欠
け
て

8 
が
共
有
ず

思
怒
内
容
に
お
い
て
は
、

一
、
有
は
縫
し
な
い
。
患
が
変
じ
て
果
と
な
る
が
、
そ
の

一
で
あ
る
。

は
小
識
で
あ
る
に
拘
ら
ず
関
山
中
有
楽
議
の
諸
側
面
を
示
し
て
い
る
。

何
ら
失
わ
れ
る

と
が
な
い
。
ハ
1
〉
従
っ
て
そ
の
意
味
で
は

北
方
文
学
部
知
脳
裏

二
、
変
化
と
は
そ
れ
故
存
在
形
融
合
変
え
る
こ
と
で
あ
る
に
外
な
ら
な
い
。
ハ
2

換
言
す
れ
ば
あ
る
名
称
を
捨
て
て
地
の



婆
薮
に
よ
っ
て
粉
抑
制
及
さ
れ
た
サ
!
ソ

」
の
こ
と
は
問
問
中
無
楽
を
意
味
し
な
い
。

の
う
ち
に

得
る
こ
と
で
あ
る
。

(
8
〉
し
か
し
こ
の
名
称
自
体
は
舗
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

(
9
)

し
、
そ
れ
に
具
体
的
な
形
態
を
与
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
果
と
な
る
の
で
あ

そ
れ
故
に
闘
の

な

-
道
態
の
面
に
ま
で
拡
げ
ら
れ
て

ハ
6
〉
「
取
回
い
ハ
日
〉
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

て
い
る
こ

る
C

(

5

)

ハ
1
)

山
口
論
時
士
、
前
議
論
文
、
回

C
頁
。
大
正
日
。
、
二
五
一
一
員
、
上
、

一
六
行
以
下
。

ハ
2
〉
大
友
芳
滋
民
「
淡
絞
W

以
内
十
論
に
於
け
る
一
一
、
一
一
一
の
附
同
時
総
」
〈
門
大
谷
山
子

却
祁
』
第
十
六
議
務
泌
号
、
昭
和
十
年
十
二
月
、
六
八
一
ー
一
丘
一
員
)
参
照
。

ハ
3
〉
コ
リ

I
γ

キ
ヤ
頒
」
に
お
け
る
務
部
の
理
由
「
総
カ
あ
る
も
の
が
可

能
な
る
も
の
ψ
凶
作
げ
る
放
に
い
に
当
る
も
の
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
縫

い
は
こ
れ
が
一
つ
の
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
の
可
能
伎
は
少
な
い
。
チ
ベ
ヅ
ト
訳
は
漢
部
品
に
比
べ
る
と
、
例
誌
を
全

て
除
き
、
立
つ
吋
サ

l
ン
キ
ヤ
頭
」
と
殆
ん
ど
開
門
じ
で
あ
る
。

{
2
小

W
都
側
は
約
げ
ら
れ
な
い
放
に
、
制
紫
紺
村
が
取
ら
れ
る
紋
に
、
川

w
…
切
か
ら

生
ず
る
こ
と
は
な
い
放
に
、
純
然
能
力
な
る
翁
能
力
点
備
は
な
い
放
に
、
紛

図
が
ム
有
引
、
、
あ
る
放
に
よ

こ
の
う
ち

ω
P
2
5
i
g
L
l山
議
ザ
グ
河
口

Uiま
さ
え
1
官
官
M
L
G
即
吋
一
切
『
拘
吉
I

H
M
F

世

cig
旬以口
1
M
M
m
w
M
M
M

州
》

Y
可
立
は
そ
れ
ぞ
れ
窓
コ
住
民
M
M
ぴ

7
2叫に
L
阿
部

Jwrw

E
S
A
X
W
I
r
y
m芝
山
掛
け
の
一
つ
の
読
み
ヤ
々
と
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
。
川
仰
は
町
綴
」

〈
徴
形
)
と
し

ぃ
。
(
日
〉

の
表
現
そ
の
ま
ま
と
は
智
一
同
え
な
い
が
、
「
能
力
あ
る
も
の
が
可
能
な
も
の

を
作
る
い
と
い
う
こ
と
と
、
一

g

拙
拠
カ
あ
る
も
の
は
無
能
力
で
は
な
い
L

と

い
う
こ
と
は
肉
じ
家
制
例
会
怒
球
し
う
る
。

(
4〉
「
問
中
世
鳴
神
お
欲
ν
談
二
其
過
一
、
一
小
ν
欽
一
一
於
袋
一

zm
銃
二
綴
絞

絞

殺

一

、

約

不

v
名

コ

間

同

線

九

例

以

放

。

後

間

一

一

級

常

一

級
二
我
常
一
。
我
旅
田
山
γ
常
被
ニ
汝
無
慾
一
。
治
賓
加
燃
料
的

則

然

一

一

災

級

一

。

線

写

生

守

務

時

総

念

念

滅

、

み

後

山

ν
翁
ニ

分
別
…
。
有
一
て
郊
ν
長

線

明

細

…

。

皆

不
ν
成
立
泌
総
九
日
間
二
彼

所

疑

三

治
的
肌
ν
祭
絞
v
常
者
、
別
総
レ
ム
仰
ν
退

。

創

刊

以

放

。

持

凡

人
…
小
レ
取
ニ
空
相
畑
山
口
絞
殺
悶
疋
放
若
数
一
い
開
削
悠
一
、
山
間
接
v

h
臥ニ

於

笠

淡

…

。

何

況

欲

v
求
ニ
緩
後
絞
滅
相
一
場
。
」
〈
大
正
…
一
一

。
、
七
一
氏
上
、
二
五
行
以
下
〉

〈
5
〉
大
友
芳
仙
川
氏
「
終
婆
に
お
け
る
問
中
教
鳳
品
川
悦
山
間
米
の
問
題
」
〈
『
営
学
閥
解

砲
丸
」
然
一
…
工
務
、
第
六
冊
)
点
検
制
限
。

-84 



(
6
)

第
一
五
節
。
大
正
三

O
、
二
五
一
一
貝
、
下
、
一
二
|
四
行
。
見
亦
不
壊

不
見
亦
不
壌
に
当
る
と
こ
ろ
が
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
「
見
ら
れ
る
も
の
に
お

け
る
滅
と
生
は
(
実
に
は
)
存
し
な
い
よ
こ
の
方
が
よ
い
。
山
口
博
士
、

前
掲
論
文
、
六
四
頁
、
註
六
参
照
。

な
お
類
似
の
文
が
『
婆
沙
論
』
『
倶
舎
論
』
等
に
も
あ
る
。

(

7

)

凶
洲
、
恒
国

-
E
H戸内
E
Y仰
の
ゆ
門
司
}
戸
田

-mHMHr巾
S
F

(

8

)

大
正
二
一

O
、
二
六
頁
、
中
、
二
七
行
。
但
し
三
本
に
依
る
。

(
9
)

凶
M
h・
な
お
青
目
、
大
正
一
二

O
、
一
七
頁
、
中
、
二
三
行
以
下
参
照
。

(
叩
〕

M
U内、
N
0
・
な
お
口
匂
・
吋
肉
片
付
〈
自
由
伝
聞
g
r
m
l官
主
山
片
山
w

包
〈
・
尽
-

〈
日
)
大
正
三

O
、
七
頁
、
上
、
七

l
八
行
。

(
m
U
)

口
u
H
m
w
-

(
日
〉
大
正
三
一

O
、
一
九
頁
、
中
、
二
一
行
。
な
お
三

O
頁
、
上
、
一
五
|

一
六
行
参
照
。
『
大
智
度
論
』
に
も
云
う
。
大
正
二
五
、
一
六
三
頁
、
下
、

二
六
行
。

〈
日
)
大
正
三
一

O
、
一
七
頁
、
中
、
一
五
|
一
八
行
。

(
日
)
大
正
三

O
、
一
七
頁
、
中
、
二
八
|
下
、
一
行
。

(
日
)
無
と
あ
る
も
誤
植
で
あ
ろ
う
。

(
げ
)
第
一
五
節
。
大
正
コ
一

O
、
二
五
一
頁
、
下
、
八

l
一
一
行
。

(
刊
日
)
大
正
三

O
、
一
二
頁
、
上
、
二
一
行
。
な
お
『
中
論
』
阿
〈
戸

N
H
l
N
f

〈
H
H
H
w
m
参
照
。

(
刊
日
)
チ
ベ
ッ
ト
訳
、
第
一
五
節
。
相
当
漢
訳
は
「
以
v
是
故
、
知
レ
有
二

因
果
こ
(
大
正
三

O
、
二
五
一
一
具
、
下
、
五
|
六
行
〉

(
却
)
戸
町
・
口
・

北
大
文
学
部
紀
要

(
幻
)
第
一
五
節
。
大
正
三

O
、
二
五
一
一
具
、
下
、

(
詑
〉
大
正
三

O
、
二
七
頁
、
上
、
四

i
六
行
。

(
お
)
大
正
一
ニ

O
、
二
七
頁
、
上
、
七
1

八
行
。

(
川
社
)
第
一
五
節
、
大
正
二
一

O
、
三
五
一
頁
、
下
、
四

i
五
行
。

(
お
)
第
一
五
節
。
大
正
三

O
、
二
五
一
頁
、
下
、
一
一

l
一
一
一
行
。

(
部
)
大
正
三

O
、
五
頁
、
上
、
一
四
|
一
八
行
。

(
幻
)
第
一
五
節
。
大
正
一
二

O
、
二
五
一
一
具
、
下
、
六
八
行
。
な
お
第
一

六
節
「
若
瓶
泥
中
巳
有
、
不
ν
須
二
輪
細
川
人
功
等
一
成
。
」
(
向
、
二
五
一

頁
、
下
、
一
九
|
二

O
行
。
)

(
お
)
}
内
、

ω
・
な
お

u
p
N

及
び
青
白
釈
を
も
参
照
。

(me
第
一
五
節
。
同
一
一
五
一
一
具
、
下
、
一
四
|
一
五
行
。

(ω
〉
第
一
六
節
。
問
、
一
一
五
一
頁
、
下
、
二
一
行
以
下
。

(
訂
)
か
か
る
一
、
具
に
よ
る
論
議
は
提
婆
に
帰
せ
ら
れ
る
『
外
道
小
乗
回

宗
論
』
や
堅
意
の
『
入
大
乗
論
』
が
行
っ
て
い
る
が
、
提
婆
と
は
切
り
離

し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
宇
井
博
士
「
印
哲
研
』
第
一
、
二
六
七
頁

参
照
。

(
泣
)
両
者
の
類
似
に
つ
い
て
宇
井
博
士
も
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
故
に
青
目
と
婆
薮
と
は
殆
ん
ど
同
時
の
人
と
な
る
。
此
点
は
中
論
釈
と

百
論
釈
と
を
比
較
す
る
も
首
肯
し
得
る
所
な
り
。
」
(
『
三
論
解
題
』
四
六
頁
)

(
お
)
ガ

l
ド
氏
は
『
十
二
門
論
」
と
『
中
論
』
釈
と
の
作
者
を
同
一
視
さ

れ
る
が
、
以
上
の
点
に
関
す
る
限
り
疑
わ
し
い
。
凶
作
〉
・
。
mw
丘
二
)
口
任
。

E
P
E巳
口

F
Q
C同

p
o
N
v
a
l
h
g
m
ロ
門
回
忌
N
S
l
周忌
l
苦
貯
S
I
N
S
『
印
仏

研
』
第
二
巻
第
二
号
、
七
四
七
頁
。

行。
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提
婆
・
婆
薮
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ
l
ン
キ
ヤ
思
想

第
三
節

純

粋

精

神

の

問

題

『
百
論
』
破
神
品
は
サ

l
γ
キ
ヤ
派
の
神
即
ち
純
粋
精
神

(

プ

ル

ジ

ヤ

)

の
批
判
に
か
な
り
の
言
を
費
し
て
い
る
。

そ
の
は
じ
め
に
サ

ー

γ
キ
ヤ
説
を
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
o

一寸

外

目、

賞

有

v
神、

日

、

紳

完

震

ニ

如
一
一
僧
怯
経
中
説
一
。

耶
渇
レ
異
耶
。

『
完
相
是
紳
』

内外

目

、

神

亮

也
L 
O 

神
と
覚
と
は
同
一
で
あ
っ
て
両
者
は
別
異
で
は
な
い
、
と
い
う
。
こ
こ
に
覚
と
い
う
訳
語
が
あ
る
、
が
、
神
と
同
一
の
も
の
と
言

と
き
、
覚
は
、
サ

l
γ

キ
ヤ
の
術
語
用
例
に
照
ら
し
て
ゲ
ロ

E
E
を
原
語
と
す
る
と
は
解
し
え
な
い
。
こ
の
問
題
は
既
に
第
一
節

及
し
た
が
、
ま
ず
『
百
論
』
に
お
け
る
議
論
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。

わ
れ
た

で
も
きき
にコ
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〔

一

〕

ω「
内

日
(
論
)
魔
若
一
脚
相
、

紳

無

常

。

(

釈

)

若

魔

是

榊

相

者

、

売

無

常

故

、

榊
陸
一
一
無
常
-
。

壁
一
目
如
一
-
熱
是
火
相
、

熱

無

常

故

、

火
亦
無
常
一
。

故(今
し
O~ 畳

貫

無

常

所

以

者

何

。

相

各

異

故

。

属
一
一
因
縁
一
故
。

本

無

今

有

故

。

己

有

還

無

「
相
各
異
」
「
属
因
縁
」
な
ど
の
表
現
が
示
す
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
覚
は
個
々
の
認
識
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
「
本
無
今
有
、
巳

有
還
無
」
と
云
わ
れ
る
。



r剛、

〕
幼
「
外
問
、

一

小

生

故

〈釈〉

法

無

常

。

内
自
立
腕
〉

汝非

瀞

相
。

(
釈
)

無
常
。

亦
憲
一
一
無
常
、

」
れ
は
右

る
議
論
で

，-、

)ω
「
護
次

軍中

杷

発

ff 

日
騒
}
故
。

ハ
釈
〉
若

者、

山
附
』

‘
稲
川
叩

不
ν
能
m

一周

O 

相
一
故
常
。

常
一
。

i
 

J
H
H

，
 

-耶

蕗
一
。
一
所
以

や

榊

還

二

故
発
非
…
一
一
脚
約
百

る
こ
と
に
つ
い
て
は
全
七

記
る
認
識
と
し
て
の
の
鴎
係
に
つ
い
て
、
前
者
は
遍
在
す
る
の

し、。
〔一一〕∞

次

発
等
。

(
諭
)
若
爾
紳

以
ν
同
党
露
一
寸
岬

ハ
釈
)

亦

如

v
是

不

遍

化
方
文
学
部
初
心
菱

べ
ら
れ
て
い
る

神
陸
一
日
尚
子
機

美
一
。

間
同

。
し
て
後
者
は

O 

韓

民4

心
付
'i
 
1
 

組
閣
無
意
故
、

不
レ
恩
ハ
者
、

側、

亦

態

こ

瀦
行
一
一
五

o 

る
神
と
、
際
ら
れ
た
特
定
の
対
象
に

で
あ
る
設
に
、

壁
吾
朗
一
一
…
火

一
小
刻
川

必附
7i
 

市

灘

行

=

87 -

て
の
み

一
で

る
と
は

、

議場



主
義
‘
露
。
覇
主

3
d
v
d
J
Z
2
2オ
式
寸
，
i
ュ
、
司
べ
吉
正
案

あ
る
い
は
神
が
党
と
同
様
に
不
遍
で
な
け
れ

ぃ
。
遍
に
し
て
か
つ
不
遍
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
む

ワ
ロ

ω
次

(
論
〉
若
以

z
t若
手
出
時
、

医
ハ
」
宇
一
五
ア
ス

a

相
O 

ハ釈〉

欲
レ
令
二
神

則
二
相
。

不
発
相
。

何
以
故
。

不

故。

一
勝
若

嘉
一
、

部

若

、

是
刻
…
小

し
か
も
な
お
持
、
が
遍
で
あ
る

覚
に
相
応
す
る
揮
と
相
応
し
な
い

即
ち
覚
と

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
無
常
及
び

に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ

そ
の
議
論
に
お
い
て
覚
が
対
象
的
認
識
を
意
味
す
る
こ
と
は
出
切
ら
か
で
あ
る
が
、
以

下
に
お
い
て
、

に
そ
れ
に
と
、
ど
ま
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

門
一
一
一
〕
糾
「
外

日

-88 

カ

故
無
レ
過
。

ハ
釈
〉
有
虎

沼

比
中
亦
有
ニ
発
力
一
。

故
無
ご
笹
川

O 

内

日

ハ議〉

不
ν
然
。

カ

力

不
v
異
故
。

寵
レ
有
v
用

ペコ

飯山
ν
用。

汝

奔
也
。

郎
ν
是
説
=
魔

用

〈釈〉

力

露
亦
有
一
一
発
力

こ
こ
で
サ

!
γ

々
ヤ
派
は

痘

の
概
念
を
提
出
す
る
。
笠
力
は
遍
在
す
る
が
、
そ
の
留
期
的
な
欝
き
と
し
て
の
党
用
に
は

る
と
説
く
。
党
カ

々
の
対
象
認
識
な
ど
の
笠
間
加
が
可
能
と
な

マ
あ
る
と
奮
い
う
る
。
覚
が
か
か

る
ム
な



ら
J
d
u

、
そ
れ

る
認
識
と
時
一
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

る
こ
が い

の
点
は
後
に
ま
と
め

そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に

る
が
、
こ
れ

る
「
百
論
」
の
批
判
は
〈
川
良
部
五
日
話
回
仰
向
ふ

Z
ω
-
H
H
H
-
N・
品
と
比
較
し
て
考
え

ヱ
疋
在
せ
る

ゲ
ロ
仏
門
戸
}
ユ
)

の
作
用

で
あ

カミ
対
象

て
現
わ
れ
る
。
そ
し
て
作
用
は
作

患
を
有
す
る
も
の

(
4吋

H
a
g部

内
)

で
は
な
い
、
と
ハ
サ

l
γ
キ
ヤ
派
が
〉

る
こ
と
は
、

〔
ス
ー
ト
ラ
〕

し
く
な
い
。
同
持

」
と
、
が
な
い
放
に

る
。
そ
れ
故
対
象
の

る
の
で
あ
る
か
ら
緒
作
活
ハ
も
〉

に
開
時
に
議
対
象
会
把
捉
す
る
と
い
う
誤
が
附
付
随
す
る
」
。

作
用
な
有
す
る
も
の

作
用
と
作
用
含
有
す
る
も
の
とは

定
在
す
る
。

サ
;
ン
キ
ヤ
深
は
作
用
と
作
用
を
有
ず
る
も
の
と
の
誇

る
と
、
前
者
が
あ
く
ま
で
も
怠
惟
機
能

る

r'j 

i
ツ
ヤ
;
ヤ
ナ

「
百
議
」
と
比
較

89 ~ 

を
問
題
に
す
る
の

し
て
、
後
者

な
し
つ
つ
も
、
神
と
間
一

の
も
の
と
し
て
の
党
力
合
問
題
に
し
て
い
る
と
い

、。
p
h

〉

ゐ
339

〉

し
い
刀
、
W
M
M
V

戸一

，..-.. 

〕
斡
「
外
臼
、

会

事

態

故

カ

用。

ハ
釈
〉
一
静
雄

カ」
O

要

合
一
故
、

乃

用

内

認

堕
ニ
生
相

(釈〉

岡
山
縁
合
時

用
者
、

是

発

縁
一
故
、

員日

担
。

I玲

不
ν
呉、

山
中

厄

W
H
r

北
方
文
学
部
紀
要



-
婆
薮
に
よ
っ
て
一
一
一
一

w

一
…
間
及
さ
れ
た
サ
l
y

亦

相。」

は
皆
縁
を
待
つ

る
。
こ
れ
は

Z
可
制
四
百
!
日
出

2
2
自・ぃド
ω
o
I
N
M

の
議
論
と

る
と
、
龍
項

一Jm議
』
と

『
ニ
ヤ
;
ャ
・
ス

i
ト
ラ
』
の

し、

に
か
な
る
。
そ

W灯、
」

(
言
語
口
出
回
)
と
の
接
触
が
同
時
認
識
の

の
根
拠
と

る
の

で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
か
か
る
問
題
で
は
な
く
、
党
カ
従
っ
て
待
自
体
の
生
態
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

」
こ
か
ら
も
覚
の

ぴ
戸
門

HnHY-

の
そ
れ
と

る
と
…
吉
田
わ

し、。

円
四
〕
給
「
外
師
、

如
ν
慢。

(
釈
〉
警
燈

照
ν
物

不
v
能
ν
作
ν
物
Q

因

縁

赤

知

ν

諮
令
一
一
億

不
v
能
ν
生
ν
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内

問、

(論〉

不
ν
然。

(
釈
〉
般
競
ν
沼
間
二
頭

不
v
能
ν

-0 

是

故 潟

瓶

可

ν
持、

機

非

也
O
L

亦

可
ν
持
ν
用。

国

務

不

ν
会

ー党

不
γ

可
ν
得、

亦

党

因
縁
は

に
そ
れ
を
働
か
し
め
る
の
み
で
あ
る
、

と
い
う
サ

l
γ
キ
ヤ
の
主
張
は
、

に
も
と
づ
い
て
い
る

こ
れ
に
対
す
る
批
判
は
、
因
中
有
楽
批
特
と
閉
じ
く
、
覚

い
と
き
に
は
無
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

川
W

「外

(
議
〉
如
ν

日、
却
下
色

燈

不
レ
顛
則
…
小
よ
ν
了、

発
雄
一
一
先
有
一
、

悶

未
ν
合

設

了



内

日

(
論
)
不
ν
然。

自

相

不

ν
了
故
。

(
釈
〉
若
未
v
有
レ
照
、

人

難
v
不
レ
了
、

色

相

自

了

。

汝

骨

相

自

不
v
了。

是

故

汝

喰

非

也

。

」

色
の
場
合
に
は
燈
が
照
ら
さ
な
く
と
も
、
色
相
は
お
の
づ
か
ら
了
得
さ
れ
る
、
が
、
覚
の
場
合
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
故
用
な
き
と

き
に
も
覚
、
が
あ
る
こ
と
色
の
ご
と
し
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
、

と
批
判
す
る
。

〔四〕

ω
「
復
次
以
ニ
無
相
一
故
。

汝

知

是

榊

相

。

色
相
不
下
以
二
人
知
一
故
露
中
色
相
上
。

是

故

若

不

レ

見

時

常

有

ν
色。

不
レ
膝
下
以
二
無
知
麗
一
震
上
レ
知
。

無
知
慮
兎
レ
知
、

是
事
不
レ
然
。

汝

法

中

知

覧

曲一曜日」
0

こ
れ
は
前
二
項
を
総
括
す
る
も
の
と
云
え
る
o

色
相
は
人
が
そ
れ
と
し
て
「
知
」
(
認
識
)

す
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
存
在
す
る
が
、

矢口
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に
関
し
て
は
そ
の
よ
う
に
は
言
い
得
な
い
。

「
無
知
」
に
お
い
て
も
「
知
」
が
あ
る
と
は
な
し
え
な
い
。

そ
し
て
「
知
」
は
「
覚
」
と
同

一
義
で
あ
る
か
ら
、
知
が
な
い
こ
と
は
覚
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
o

こ
の
よ
う
に
サ
l
γ
キ
ヤ
の
主
張
が
攻
撃
さ
れ
る
o

サ
1
γ
キ
ヤ
の
神
(
プ
ル
シ
ャ
)

に
対
す
る
批
判
を
以
上
に
引
用
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一

に
は
神
が
遍
在
す
る
と
一
吉
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
(
三
一
〕
以
下
〉
、

経
験
の
上

で
の
み
語
ら
れ
て
い
る
o

唯
一
絶
対
の
最
高
神
と
個
人
我
と
い
う
明
瞭
な
図
式
は
こ
こ
に
は
見
出
さ
れ
な
い
と
云
い
う
る
で
あ
ろ
い
包

第
二
に
「
覚
L

の
原
語
の
問
題
が
あ
る
o

覚
が
ゲ
ロ

E
E
の
訳
語
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
は
先
に
も
言
及
し
た
が
、
こ
こ
で
検
討
し
た

し
か
る
に
そ
の
神
が
あ
く
ま
で
も
同
一
個
人
存
在
の
認
識
、

し、
O 

批
判
者
と
し
て
の
『
百
論
』
作
者
の
側
か
ら
は
「
神
と
覚
と
は
同
一
で
あ
る
」
と
云
わ
れ
る
場
合
の
覚
は
、
具
体
的
な
認
識
・
知
覚
の

北
方
文
学
部
紀
要



-
婆
薮
に
よ
っ
て
設
及
さ
れ
た
サ
i
γ

意
味

し
か
し
こ
れ

↓
何
回
件
同

4mF
白
川
凶
也
君
知
ゲ
仰
に
つ
い
て
私
一
五
い
う

そ
し
て
か
か

い
う
立
場
か
ら
サ
ー
ン
キ
ヤ
の

に
批
判
務
会
加
え
て
い
る
。
こ
れ

一
貫
し
て
い
る
と
云
い
う
る
で

あ
ろ
う
。

あ
る

対
し
て
サ

の 1
ン

iiJ """-
議ユ
守キ

プ7、し M

力
て

説
二2 し
fR て
こい

がゑ
存り

夜
ず
る か

か
る
個
別
的
認
識
を
成
立
せ
し
め

し
て
の
プ
ル
シ
ャ
で

と
い
う
こ
と
で

従
っ
て
批
判
者
と
サ
!
γ
キ
ヤ
と
で

っ
て
い
る
G

そ
れ
故
右
の
ニ
ウ

の
館
内
れ

お
く
か
に
よ
っ
て
悶

い
う
訳
語
の

り
う
る
こ
と
に
な

」
で
覚
の
原
語

℃
あ
が
る
が
、
そ
の

も
議
喪
な
根
拠
は

〈
釈
、
以
上
〔

と
い
う
特
徴
的
な
表
現
で

〕

川

W
Y
党
力
〈
論
〉
、

」
れ
は
釈
文
の
み
な
ら
、
ず
議
に

、
事
-
「
リ
ν

。一O
寸
J

L
、

1

4

ノ

(
釈
)
、
力

「
覚
力と

こ
ろ
で

の

被
設
口
IJ):! 

を ハ
箆釈
る、

と以
、よ

さ致、 〔

龍、三
と〕

い (2)
、、，〆

い
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
思
功
態
と
熱
し
て

92 

用
い
ら
れ
る
o

鈎
え
ば
、

攻

警汝

EP ii 
数

功、

能、外

我

難
v
血熱一一思

。

既
血
熱
一
一
思

o 

{巧

有

功、
認

。F
功

。。

又
志
功
能
必
俊
之
思
龍
一
。

有、

官民

所
依
」
。

」
れ
は
第

の
註
釈
文
の

語

成警
部あ
オユt る
吋(

工、10カ3
L一、

，本
額
の

と手

で

思
常
、

と
あ
り
、

チ
ャ
γ
ド
ラ
キ
!
ル
一
ア
ィ
の

党
支
紙
片
で

い
に
こ
の

一
頭
の
註
釈
の
中
に
引
用
さ
れ
て
お

り



(
U
)
 

}
8
2官
去
る
百
芯

B
r
S同
ロ
包
窓
口
可
向
召
宮
古
田

gH七
百
円
ロ

と
な
っ
い
る
。
従
っ
て
「
思
」
と
い
う
漢
字
の
原
語
は

g
E口
百
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
同
様
に
党
支
断
片
と
漢
訳
と
を
比
較
す
る
と
、

思

ロ何回伊丹山口可出(]戸]〔口)

居、
界

ロ巾丹田口町山内凶
r
p
t
H
(
]
{
N白
)

回
，~ユ、

ロ
mug-ロ仰
(
]
{
N
r
)

回，.，.、

g伊丹
2
3
(呂
田
)

不
見
於
思

田
口
阻
止
印
ロ
可
印
同
何
回
:
:
:
丘
小
百
件
叩
(
ロ
ロ
)

非
思

出口氏件同ロ可
mH(]5σ)

を
参
照
)
、

チ
ャ
ン
ド
ラ
キ

l
ル
テ
ィ
の
注
釈
に
よ
る
と
、
護
法
の
思
功
能
に
当
る
語
と
し
て

g-窓
口
百

E-注
目
、
が
あ
る
。
例
え
ば
、
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こ
の
対
比
に
よ
れ
ば
口
包
S
ロ
ヨ
の
外
に
の
巾
片
山
口
問
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
o

頭
に
は
功
能
に
当
る
語
は
な
い
が
(
但

L
思
界

「
精
神
の
力
(
円
曲
目

S
ロ
ヨ

1
2
E

の
存
在
に
も
と
づ
い
て
、

も
た
な
い
力

(
E
E
C
は
存
在
し
な
い
故
に
」
0

こ
の
語
形
は
本
章
に
外
に
四
例
あ
り
、

が
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
o

プ
ル
シ
ャ
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
も
正
し
く
な
い
。
よ
り
ど
こ
ろ
を

そ
の
外
に
第
十
二
頭
の

n
2
2
m
l
E回目己

を
注
し
て

ロ
巾
窓
口
MHiσ

と同

と
並
ん
で

ロ巾ー門出ロ似品向}内昨日

以
上
に
よ
っ
て
ロ
2
2同
又
は
円
阻
止
問
ロ
ヨ
i
E
H丸
山
と
い
う
語
の
存
在
を
知
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
が
『
百
論
』
の
「
覚
力
」
と
い
う
訳
語

の
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
に
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
o

つ
ま
り
、
神
批
判
に
お
け
る
覚
の
原
語
は

B
S口
問
叉
は

S
E
Eヨ

で
あ
ろ
う
と
云
い
う
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
サ

I
γ
キ
ヤ
派
に
お
い
て
も
通
常
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

北
方
文
学
部
紀
要



提
婆
・
婆
薮
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ
1
γ

キ
ヤ
思
想

zr-
と
い
う
語
の
つ
い
た
形
が
あ
っ
た
か
否
か
が
な
お
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

。ハ

γ
チ
ャ
シ
カ
に
帰
せ
ら
れ
る
断
片
に
は
「
享
受
者
の
力
」
(
ゲ

ro宮内
lEEF)
と
い
う
語
、
が
あ
る
が
、

E
E
-
は
単
に
主
体
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
客
体
に
つ
い
て
も
一
言
わ
れ
る
。

『ヨ

l
ガ
・
ス

I
ト
ラ
』
で
は

し
か
し
「
精
神
の
力
」

(ロ昨日
l
b
と
え
肝
)

と
い
う
表
現
が
最

も
注
意
さ
れ
る
。

「
独
存
と
は
プ
ル
シ
ャ
の
目
的
が
な
く
な
っ
た
グ
ナ
が
帰
滅
す
る
こ
と
、
又
は
tr祢
か
か
が
自
体
に
住
す
る
こ
と
で
あ
ふ
♂

こ
こ
で
「
精
神
の
力
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
プ
ル
シ
ャ
を
指
し
て
い
.
る
o

こ
れ
ら
は
『
サ

l
γ
キ
ヤ
頭
』
の
所
謂
古
註
に
は
見
出
さ
れ
な

な
ど
に
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
ブ
ラ
フ
マ
・
ス

l
ト
ラ
』

E、い

;rが

弘斗
米百 白

似 Z
のt;-'
観 2
念 E
で0...
あ~，

る員ペ
0- 己

t;-' 

と E2.
も g
か件
く 同l

(ロ
-
N
-
m
v
)

の

』

同

日

何

回

l

れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ヨ
l
ガ
派
で
用
い
ら

宮
町
-
観
念
の
成
立
と
い
う
点
で
は
な
お
問
題
が
あ
る
が
〔
補
注
〕
、
パ

γ
チ
ャ
シ
カ
の
断
片
、
『
ヨ

ロ-同

T
U
B
S口問
lug-件同ロヨ
I
E
F
昨
日
と
い
う
表
現
が
サ

l
ン
キ
ャ
、

ー
ガ
・
ス

l
ト
ラ
』
な
ど
に
お
け
る
用
例
か
ら
み
て
、
『
百
論
』

は
サ

l
ン
キ
ヤ
、

ヨ
I
ガ
派
で
の
用
法
を
採
用
し
て
い
る
と
解
し
て
お

-94 -

い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
〈
可
問
訟
に
帰
せ
ら
れ
る
『
ヨ

l
ガ
・
ス

l
ト
ラ
注
解
』
は
「
分
別
(
三
宮
戸
宮
)

と
は
一
言
葉
上
の
知
に
従
う
が
、
実
体
と
し

て
は
無
で
あ
る
」

(
]
[
w

匂
)

と
い
う
ス

l
ト
ラ
を
注
解
し
て
、

そ
の
実
例
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
例
え
ば
精
神
性

(
口
色
丹
田
口
可
m
H
)

で
あ
る
と
い
う
ご
と
く
で
る
る
o

プ
ル
シ
ャ
が
精
神
主
主

何
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
o

こ
の
記
述
は
『
百
論
』
『
四
百
論
』
以
来
の
議
論
の
問
題
点
を
衝
い
て
い
る
と
解
さ
れ
る
で
あ

は
プ
ル
シ
ャ
の
本
性
(
由

S
Z宮
)

に
外
な
ら
ぬ
な
ら
ば
、

」
の
場
合
何
が

ろ
う
。さ

て
『
百
論
』
で
は
サ

l
ン
キ
ヤ
派
の
神
批
判
に
つ
い
で
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

l
シ
カ
派
が
破
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
神
の
属
性
と
し
て
の



「
知
」

日

質、

期

榊

栂

設

。

と
「
覚
」

(
口
町

SHMmr

る
が
、
そ
の

僧

人

知、

呉

発

無

v
一小
ν

内

呂、

で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の

の
最
後
に
あ
る
が
、

に
次
の
議
論
が
あ
る
。

川
W
ハ論〉

ハ
釈
〉
魔

州

w
外
問
、

ハ一一一酬)

不
ν
然。

〈
釈
〉

底
活

ν
繋

i今

日、
若

爾

〈
釈
〉
的
W

摂
レ
他

〔ロ}
北
方
文
学
部
紀
要

相

討中

益
ν
他

次

知
ν
珠、

設
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

被-、O 

ノセ

融
市
発
等
、

々

相

梨

珠

怠
一
総
務
、

民監

鍾

々

柱!

相

事訴

先

色
詰
費
、

説一
c

腕
克
是
一
潤

或

若
損
し
他

相 。

山
口
等
一
。

覚。

名
レ
罪
。

如
一
一
施
盗

共
レ
縁

O 

サ

1
ン
キ
ヤ
の

一
縛
陪
一
-
稜

切

一

亦

府

部

レ 我々

続
中
無
一
一
如
v

以
向
。

し
て
は
、
プ
ル
シ
ャ
の
本
性
は
覚

。

a発人

'L' 

故

汝

議

非

。

豆せ

95 -

--'" mも

O 



-
婆
薮
に
よ
っ

サ

i
γ

の
あ

主的
第

項
と
し
て
胸
隠
i主

人
で
あ
る

次

新

新

故

相

不
レ

O 

汝

珠

是

亦

非

々
の
菜
を
作
り

L
仏、し、

と
い
う
サ

l
ン
キ
ヤ
の

に
対
し
て
、
南
部

と
破
す
る
。

と
寂
等
と

Q 

「益
ν
他
党
で
ぷ

他
覚
」

た
る
点
で
不
異
で
あ
る
放
に
、
海
部
の
仏
慨
は
正
し
く
な
い
、

々
椙
が
成
立
す
る
か
、

水
晶
の
仏
慨
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
サ
ー
ジ
キ
ヤ
探
の
問
題
と
し
て
は
、
本
質
を

は
、
唯
一
な
る
も
の

と
L 、

で
あ
る
。

サ
ー

γ
キ
ヤ
殺
は
こ
こ
で

る
根
本
原
質
と
一
純
粋
精
神
と
の
間
に

っ
か
と
い
う
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に

の

れ
る
。
『
百
論
』
の

開
題
の

の

は
異
る

ご
と
く
で

本
賞
的
に
は
問
、
じ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ア

i
ス
リ
は

る
氷
」
、
ヴ
ィ
ソ
ド
ゥ
ヤ
ヴ
ァ

i
γ
γ
は

を
喰
と
し
て
用
い
て
い

サ

1
γ
や
ヤ

〕
の
主
張
に
対
し
て
、
右
の
引
用
文
第

に
紛
糾
付

の

特
に
料
水
晶
も
料
瀦

し
て
い
る
故
に
、
常
住
と
さ
れ
る

の
輸
と
は
な
し
え
沿
い
と
い

る
。
そ
れ
は
か
か

の
構
造

-96 

が
『
ニ
ヤ
i
ヤ
・
ス
i
ト
ラ
』

N
-
M
i
H
J可
)

出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ブ
ル
シ
ャ
の
内
官
と
し
て

が
独
立
の

し
て
存
在
す
る
、

と
い
う
サ

l
γ
キ
ヤ
派
の

に
対
し
て
、

理
由
が

る
。
サ
ー
ジ
キ
ヤ

は
水
日
織
の
鳴
を
提
出
し

N
・
。
)
、
円
一
一
ヤ
!
ヤ
・
ス
;
ト
ラ
均
一
一

は
神
と
持

ベ
る
。

こ
こ
で
は
思
数
機
能
に
つ
い
て

て
い
る
の
に
対
し
て
、
可
否
論
』
で

か
ら
の
「
水
日
間

えの・)

に
つ
い
て
公
わ
れ
る
、

と
L 、

い
が
あ
る
が
、

議
論
の

は
よ
く
似
て
い
る
。

じっ

?と
t;':. 

~ 

否
論
i'= 

注及
325び

ニ
ヤ

i
ヤ
・
ス
ー
ト
ラ

の
間
に

つ
h

】

ミ

、

手
三
刀

は
前
に
紹
介
し
た

或
い
は

の
典
拠
を
も
っ
て
い
た

る
で



一
七

O
頁
下
。
以
下
連
続
し
て
引
用
す
る
場
合
に
は
出

(

1

)

大
正
=
一

O
、

典
を
省
略
す
る
。

(

2

)

結
果
の
成
立
と
消
滅
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
は
特
に
仏
教
的

で
あ
る

O
M
U
S
a
-
-

云
白
色
r
E
B件
当
官
子
百
-
N岳、

P

N、
中
村
元
教

授
「
説
一
切
有
部
の
立
場
」
(
「
倫
理
学
年
報
』
第
六
集
)
二
五

O

|
二
五

一
一
具
、
及
び
註
八

O
参
照
。
「
本
有
而
生
、
有
己
還
無
」
(
『
大
乗
広
百
論

釈
論
』
大
正
三

O
、
二

O
四
頁
、
上
、
一
七
行
)
。
こ
れ
が
サ

l
ン
キ
ヤ

の
立
場
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
え
・
吋
印
片
言
問
由
民
何
回
m
g
y
m
w同国間
k
r
M目白日〈・

ωOAF-な
お

ZUN削同
mwrr仙
沼
戸
田
門
H
Z
ω
-
H・
H-ω
由也匂・

2H・
NN-u-
∞
一
回
目
戸
守

間
同
〈
削
牛
肉
門
広
口
・

N
O
な
ど
参
照
。

(

3

)

金
七
十
論
六
二
、
六
六
、
。

E
仏
印
匂
同
門
円
由
主

ω烈
-
M
H・

(
4
〉
同
)-Nω
白・町内
-Hlt由
(
〉
ロ
ωω
・)

(

5

)

一
般
的
に
は
実
体
と
属
性
を
区
別
し
な
い
点
に
み
ら
れ
る
が
、
い
ま

の
思
惟
機
能
に
つ
い
て
云
え
ば
、
。
宮
内
回
田
町
包
ji

同
は
次
の
よ
う
に
云
う
。

「
未
来
に
作
用
す
る
芽
が
種
子
の
中
に
(
あ
る
よ
う
に
)
向
様
に
決
定
(
と

い
う
作
用
)
は
(
思
惟
機
能
の
う
ち
に
あ
る
。
)
」
(
ヨ
任
問
宮
守

r
r回目

丘
叩
同
R
r
-
t
r
o
d
-
E
H白
ωSι
〈m
弘
田
ιr同
〈
皆
同
町
内
長
・
同
仏

ω同・
M
M内口同)

(

6

)

拙
稿
「
竜
樹
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ
l
ン
キ
ヤ
思
想
」
(
前
出
)

七
五
頁
参
照
。

(

7

)

吋
巳
2
B
R
M
M
問
g
r
p
〈・

ω
O
N・口町
-
Z『
阻

苫

-rrh凹匂
mwHHH・
M-ω
・(匂・

Nω
白・)

北
方
文
学
部
紀
要

(
8
〉
宇
井
博
士
は
「
数
論
派
の
神
我
の
本
質
は
知
(
』
出
p

i
円
)
又
は

(口

2
8削
)
思
な
り
と
し
、
知
を
以
て
神
我
の
属
性
と
な
す
こ
と
な
し
、

放
に
後
文
に
神
と
覚
と
は
一
な
り
と
い
う
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
し
か

し
こ
こ
で
必
ら
ず
し
も
覚
H
知
又
は
思
、
と
主
張
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

続
い
て
覚
の
意
味
と
し
て
は
二
十
五
原
理
の
一
と
し
て
覚
と
知
又
は
思
と

の
両
義
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
『
国
訳
百
論
』
二
四
頁
、
註

四
五
参
照
。
こ
れ
に
対
し
て
英
訳
者
吋

5
i
は
一
一
十
五
原
理
の
一
と
し

て
最
初
に
あ
る
覚
は

E
Zニ
ゆ
え
と
訳
す
の
に
対
し
て
、
こ
こ
に
扱
う
議

論
で
は
覚
を
全
て

5Ho--
仲間巾口

8
に
訳
し
、
『
戸
円
山
門
F
F
と
は
明
確
に
区
別

し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

(
9
)

大
正
三

O
、
一
九
九
頁
、
上
、
四

i
七
行
。

(
日
)
同
、
一
九
八
頁
、
下
。

(
日
)
邑
・
出
向

E
望
日
包

ω白凹
E
・同
YAF
∞∞・~・

5
・

(
ロ
)
邑

M
-

ロ-
D
M】・口
F
H
)・
怠
∞
-
N
N
-
E
1
5・

(日〉

D℃
・
ロ
ユ
-
u・
串
∞
∞
・
ミ
-
N
U
H
由
u
]
5
・
N印・

(
H
)
o
u・口
F
-
u・
品
∞
∞
・
ど
-
N
H
W
N
N
-

(
日
〉
明
，
g
m
-
H
M・
〈
同
町
田
信
仰
門
日
ペ
ω
-
H
F
N
O
W
H〈
w
N
N・ロ円・

ω円)∞
-
M〈
-
N・

N印
-HMCC口
mw
白色・

ω
旧日}岳山『ぷ}一円
m2mw口田口
mwrr同一
ψ
占
巴
凶

ω
ω
F
U
U
に
は
こ
の

断
片
は

2
戸

r
r
c
の
形
で
、
か
つ
〈
MN問
自
に
帰
し
て
い
る
。

(叩山
)

J

へω
・
口
、
町
一
N
ω
U
H
H
F
N
H
・

(げ〉

J

円
ω
-
H〈・

ωAF・

ハ
刊
日
)
吋
間
同
芝
田
片

E
S戸
《
同
門
(
包
∞
民
・
〈
u
F〈
H
m
H口
・
)
に
は
口
FHFbmEF
の
形

-:-97 -



提
婆
・
婆
薮
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ
l
ン
キ
ヤ
思
想

が、
J

門
戸
}
丘
三
間
立
}
内
仰
に
は
口
町
仲
間
口
問
宮
日
江
戸
(
方
-
N
M
-
N
・
M
N
U
H
)
・
ω
日
・
ミ
・

8
1
H
H
)
口
同
日
g
ロ
山
、
広
田
宮
戸
(
唱
-
E
-
N
-
H
)
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か

Z
〈
吋
吋
邑
Z
ω
-
H
〈

-rs(司
-
g
ω
・
~
-
E
)
に
は
2
g
ロ
山
r
r
円
円

。ロ世何回glHH岡田口吋同司}内
ω吋
ω
Y
E可
何
年
目
立
『
削
(
℃
-
H
O
h
F
)
に
は
口
巳
片
山
口
山
吉
小
田
}
内
に

が
あ
る
。

(
m
w
)

∞
三
品
}
戸
山
口
g
r
E
ι
口
に
は
g
F
叶
田
口
一
可
∞
j
r
r己
(

七

-
a・
~
-
H
)
の
外
に

』
出
間
口
同
念
日
同
門
戸
(
℃
・
也
市
山
・
戸
町
一
司
・
申
∞
・
~
~
・
由
u

寸
)
も
云
う
。

(
加
)
司
-
E
v

ロ-
H
ω
(
〉
口
∞
ω
・
)

(
幻
)
大
正
三

O
、
一
七
一
一
具
、
下
、
一
七
l
二
O
行。

(
忽
〉
羽
田
野
伯
猷
教
授
「
数
論
派
の
プ
ラ
テ
ィ
ピ
ン
バ
(
反
影
)
説
に
つ

い
て
」
『
文
化
』
(
第
十
巻
第
九
号
〉
一
四
|
一
五
頁
参
照
。
後
代
に
お
け

結

垣
間

以
上
竜
樹
、
提
婆
、
婆
薮
の
記
述
の
中
か
ら
サ
l
γ
キ
ヤ
思
想
を
た
ど
っ
た
が
、
そ
の
問
題
点
は
そ
の
都
度
指
摘
し
た
の
で
、

な
お
残

さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

る
用
例
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
一
七
頁
以
下
参
照
。

(
お
〉
Z
M両
日
直

σ
E引
三
位
Z
ω
-
H
H
H
・
M
-
N
-

(
剖
ゾ
こ
れ
が
サ

l
γ

キ
ヤ
説
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
巧
・
月
忌
S
H
U
N
-
一
白

足
v
h
k
a
M
史
、
由
、
♂
ω
・
斗
∞
U
〉
・
回
-
H
内
包
任
一
-
口
品
目
S
F
o
m
k
m
ロ
ハ
日

〉
S
5
2
3
百
円
}
・
日
H
I
N
-
参
照
。

(
お
)
Z
可
間
百
ゲ
ゲ
削
咽
三
邑
Z
ω
-
H
H
F
N
U
5
・

(
お
)
こ
の
部
分
の
扱
い
方
に
つ
い
て
、
宇
井
博
士
『
国
訳
百
論
』
コ
二
一
一

頁
、
註
六

O
、
四
八
頁
、
註
九
五
、
五
十
嵐
智
昭
氏
「
ピ
タ
カ
』
第
四

年
、
二
月
号
、
一
二
八
頁
参
照
。

〔
補
注
〕
古
坂
紘
一
「
サ
l
ン
ク
ヤ
の
E
r
z
概
今
ヤ
|
|
般
若
燈
論
及
び
広

註
を
中
心
に
」
東
北
印
度
学
宗
教
学
会
「
論
集
』
第
二
号
二
九
六
九
参
照
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士口蔵、

法
蔵
な
ど
は
こ
れ
を

そ
の
一
つ
は
婆
薮
と
世
親
と
の
同
異
で
あ
る
o

〈
自
己
と
〈

g
巳
出
口
缶
百
と
い
う
名
称
の
類
似
か
ら
、

同
一
視
し
、
経
録
に
も
天
親
の
注
と
し
て
『
百
論
』
を
出
す
も
の
も
あ
る
o

近
代
の
学
者
の
中
で
も
、
例
え
ば
シ
チ
ェ
ル
バ
ツ
キ
ー
は
や

は
り
同
一
人
視
す
る
が
、
『
倶
舎
論
』
作
者
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の

d
E
r
r骨
ヨ

〈

g
与
S
Fロ
が
あ
る
と
す
む
フ
ラ
ウ
ワ
ル

ナ
ー
も
こ
れ
を
仮
定
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
と
み
ふ
せ
し
か
し
懐
疑
的
な
学
者
勺
断
り
、
宇
井
博
お

r
『
唯
識
二
十
論
』
や
『
仏
性
論
』

の
作
者
と
同
一
人
で
は
あ
り
得
な
い
と
み
る
。
ま
た
『
倶
舎
論
』
作
者
と
同
一
人
で
は
あ
り
得
な
い
か
勺
結
局
婆
薮
と
世
親
と
の
同



一
視
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
因
中
有
果
論
の
論
拠
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
o

『
百
字
論
』
『
十
二
門
論
』
に
は
ま
と
め
て
説
か
れ
て
い
る
が
、

『
百
論
』
に
は
「
因
有
故
」
(
第
六
項
)
「
取
因
故
」
(
第
一
一
項
)
を
見
出
す
。
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
み
る
と
、

『
サ
l
γ
キ
ヤ
頭
』

の
第

四
「
能
力
あ
る
も
の
は
可
能
な
も
の
を
作
る
故
に
」
と
い
う
理
由
の
う
ち
、
「
能
力
あ
る
も
の
」
は

具
と
す
る
も
の
と
、
原
因
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
『
十
二
門
論
』
『
官
字
論
』
(
チ
ベ
ッ
ト
釈
〉
で
は

『
頚
』

の
注
釈
室
百
で
は
陶
師
又
は
作

「
能
力
あ
る
原
因
」

の
意
味
と
し

て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

第
五
の
理
由

E
E宮
σσ
凶

4r
に
当
る
「
因
有
」
は
文
字
通
り
原
因
の
存
在
を
指
す
が
(
『
百
字
論
』
一
百
論
』
ま
た
『
十
二
門
論
』
〉
、

『
頚
』
の
注
釈
書
で
は

F
百
日
色
官
冨
と

J
E
E吾
妻
仰
を
除
く
全
て
が
「
原
因
の
性
質
(
を
有
す
る
)
故
に
」
と
解
し
て
い
か
叫
)

以
上
の
比
較
に
よ
る
と
、

こ
の
二
つ
の
理
由
の
解
釈
に
当
っ
て
古
註
は
初
期
中
観
派
の
文
献
の
記
述
と
全
く
異
っ
て
い
る
が
、
他
の
注
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釈
童
日
に
は
第
四
の
理
由
に
関
し
て
は
中
観
派
の
記
述
と
同
じ
解
釈
を
伝
え
て
お
り
、
第
五
の
理
由
に
関
し
て
は
僅
か
な
例
外
の
外
に
は
サ

ー

γ
キ
ヤ
文
献
で
は
中
観
派
の
報
告
と
異
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
o

し
か
し
中
観
派
の
伝
え
る
解
釈
が
こ
の
外
に
も
見
出
さ
れ
る
o

そ
の

一
つ
に
吋
同
片
付
〈
白
出
向

HMMmEE
が
あ
る
。
第
九
頭
以
下
に
困
中
有
果
論
を
紹
介
す
る
が
、

前
三
理
由
は
特
に
問
題
は
な
い
が
、

第
四
理
由

は
「
能
力
あ
る
原
因
」
(
宮
町
同
『

:
:
:
r
2
2
品
W
4
・
H
H
)

と
解
せ
ら
れ
、
第
五
理
由
に
つ
い
て
、

「
し
か
る
に
無
体
に
し
て
不
変
成
で
あ
り
、
添
加
的
特
性
を
附
し
え
な
い
も
の

(白]内問円可削昨日小田可同)

は
ど
う
し
て
そ
れ
ら
の
(
原
因
)

は
不
可
能
で
あ
る
故
に
、

原
因
は
何
を
作
り
出
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
故
に
(
国
中
無
果
説
に
お
い
て
は
)
種
子
等
が
原
因
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
想
定
さ
れ

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
(
も
し
も
作
ら
れ
る
な
ら
ば
)
変
成
す
る
際
に

「
か
く
の
如
く
(
因
中
無
果
説
で
は
)
結
果
(
の
形
成
)

(
無
と
い
う
)

本
質
を
お
の
づ
か
ら
捨
て
去
る

こ
と
に
な
る
故
に
」
o

(
〈
-
H
N
)

(
種
子
等
の
)

北
方
文
学
部
紀
要



提
婆
・
婆
薮
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
サ
l
γ

キ
ヤ
思
想

な
い
」
0

(

〈・

5)

カ
マ
ラ
シ
l
ラ
は
第
二
二
一
偵
の
注
の
中
で
、

「
そ
れ
故
に
次
の
よ
う
に
云
う
こ
と
が
出
来
る
o
種
子
等
は
原
因
で
は
な
い
。
結
果
、
が
存
在
し
な
い
故
に
。
空
中
の
蓮
華
ゐ
如
し
、
と
。

し
か
る
に
(
実
際
に
は
)
か
く
の
如
く
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
反
対
で
あ
る
」
0

か
か
る
理
解
が
初
期
中
観
派
に
お
け
る
そ
れ
と
容
易
に
連
絡
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
中
観
派
に
よ
る
解
釈
で
は
な
く
し
て
、

か
か
る
サ
l
シ
キ
ヤ
説
の
存
在
を
他
の
資
料
か
ら
主
張
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
〈
同
g
喧
丘
町
三
b
g
は

ZM刊
削
可
曲
目

gtFMH

(
E
E包
-
叩
〈
出

FMHHZ山
口
)
と
述
べ
、
第
五
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
云
う
。

お

い
て
第
四
理
由
を
「
能
力
あ
る
原
因
」

「
さ
ら
に
原
因
と
い
う
の
は
、
結
果
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
も
し
も
そ
れ

(
1
結
果
)
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば

(
原
因

で
は
)
あ
り
得
な
い
。
実
に
甲
が
乙
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、

例
え

-100ー

甲
は
乙
が
存
在
し
な
い
と
き
に
は
存
在
し
な
い
。

ば
峰
局
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
蛇
は
蜂
局
が
な
い
な
ら
ば
存
在

L
な
い
。
そ
れ
故
に
原
因
が
存
在
す
る
故
に
、

は
存
在
す
る
」
0

そ
の
中
に
結
果

こ
こ
で
は
明
ら
か
に
「
原
因
の
存
在
」
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
。
第
五
理
由
の
か
か
る
解
釈
の
存
在
は
『
聡
伽
師
地
論
』
か
ら
も
知
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
〈
日
芯

m
g
E
に
よ
る
因
中
有
果
論
証
の
第
一
に
「
原
因
の
存
在
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
察
す
る
と
き
、
因
中
有
果
の
論
証
及
び
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
初
期
中
観
派
の
伝
え
る
資
料
は
サ

i
γ
キ
ヤ
哲
学
史
の

一
断
面
を
伝
え
る
貴
重
な
意
義
を
も
っ
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

特
に
竜
樹
に
関
す
る
部
分
に
は
多
く
の
誤
植
と
共
に
訂
正
補
足
す
ベ

き
点
が
あ
る
が
、
近
い
機
会
に
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
2
)
 

(
3
)
 

士
口
蔵
『
百
論
疏
』
(
『
仏
教
大
系
』
所
収
)
一
二
頁
。

法
蔵
『
入
携
伽
心
玄
義
』
大
正
三
九
、
四
三

O
頁
、
下
。
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